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富山県の墓の形状について

研究の目的と動機　

　富山県と石川県にある筆者の両親それぞれの実家の墓の
形状が異なっていることへの疑問をきっかけに、富山県には
特殊な形状の墓が普及しているのではないかと考えるに至っ
た。本論文では富山県内の現地調査と石材店へのインタ
ビューを通して、富山県における墓の普及の現状を確認し、そ
れが全国において特殊であるのかということもホームページ
を使用した調査で示し、最後に、二つの視点から富山県の墓
の背景を考察することを目的としている。

一般的な墓と富山県の墓の現状　

　今日「一般的な形状の墓」とされるのは、地面に数段の石と
棹石を積み重ねたものであり、遺骨を納める空間のカロート
は、その内部か地下にあるものとされている。それは昭和40年
代以降の高度経済成長と共に、火葬の普及と石材加工の機
械化によって画一化し、広まった。そのような状況において、墓
の形状は墓の最上部に置く棹石と呼ばれる石の形状や、そこ
に刻む文字など装飾的な側面からのみ語られている。
　富山県に多く建つ墓はそのような形状ではなく、地上に独

立したカロートに扉が付いていて、その上に棹石が立っている
ものである。「扉付き地上カロート墓」と呼ぶこととし、そのよう
な墓が本当に富山県全域で普及しているのか現地調査した
ところ、富山県には現在「扉付き地上カロート墓」と「蓋付地上
カロート墓」そして「一般的な形状の墓」の三つが混在してい
て、統一性があるとは言えない状況であることが分かった。
　また、県内の呉東地域と呉西地域の間には墓地に建ってい
る墓の形状にそれぞれの傾向があった。具体的には、呉東で
は扉付き地上カロート墓が多く、呉西では一般的な形状の墓
が多いということである。しかし、昭和40年代に入り、石材加
工の機械化とともに呉東と呉西の地域差は統一され、現在で
は扉付き地上カロート墓が富山県の墓の主流となったことが
分かった。

富山県の墓の特殊性の検証

　現在全国の石材店で販売施工されている墓の形状をホー
ムページから見ると、扉付き地上カロート墓は富山県以外で
も確認でき、富山県の現状は全国において特殊だとは言えな
いことが分かった。特に、九州地方と四国中国地方の一部で
は、扉付き地上カロート墓が普及していると言える。しかし、そ
れらを除くいくつかの県では、扉付き地上カロート墓に機能
面での価値を見出し、最近になってから商品として加えられた
と考えられる。
　全国の中で特殊とは言えなかったが、隣接している県の中
では扉付き地上カロート墓が普及しているのは富山県だけと
いうことが見えたため、隣接県との県境での形状の分布を調
査し、新潟県と岐阜県との県境の地域ではそれらの県にも富
山県の扉付き地上カロート墓が影響を与えていることがわ
かった。

富山県に普及する墓の形状における背景の考察

　最後に、一般的な形状として認識されていないにもかかわ
らず、富山県のみでなく多数の地域で普及しているこの形状
の墓が遠く離れた地域で共通して普及することとなった背景
を宗教的視点と災害的視点の二つから、地域の共通性を検
証したが、どちらの点においても関係があるとはいえなかった。

まとめ

　現在富山県には、一般的であると広く認識されるような形
状の墓ではなく、扉の付いたカロートが地上に独立している
形状の墓が全県的に普及している。その現状は周囲県におい
ては唯一であるが、日本全体においては遠く離れた九州、四国
中国地方でも同様の形状の墓が普及しているので特殊とは
言えない。
　その背景を探るため、信仰する宗教と災害の視点で検証を
行ったがどちらも関係があるとはいえない結果であったので、
より異なる視点からの研究を進めることが今後の課題である
と考える。

図１）一般的なカロートの図／墓地墓石研究会編／墓地墓石大辞典／
雄山閣／1981
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富山県のよさこい系チームの運営の特徴

　本論のテーマは、「富山県のよさこい系チームの運営の特
徴」である。よさこい系チームとは、よさこい系祭りつまり複数
のチームが原則鳴子を持って踊る祭りに参加することを主に
目的とした集団のことである。本研究の着眼点はチームの運
営である。チームがどのように活動しているのかを明らかにす
るためにチームメンバーの募集や役割によるチーム管理と
いったチームのありかたと演舞活動と制作活動をどのように
運営しているかに注目する。本論は富山県のよさこい系チーム
21チームのインタビューの内容をもとに運営の特徴を明らか
にした。
　対象のよさこい系チームは構成メンバーの違いによる分類
とプロデュース会社によるプロデュースの有無によって、学生
チーム、一般チーム、プロデュースチームの３つに分類できる。
学生チームとは構成メンバーの全員が学生で成り立っている
よさこい系チームを指し、引退があることと同期関係や先輩・
後輩関係があることが特徴である。一般チームは社会人や学
生が混在するなど構成メンバーが学生のみではないチームを
指し、制約が少ないことが特徴である。プロデュースチームと
は、プロデュース会社によって楽曲や振り付けや衣装などをプ
ロデュースされたよさこい系チームを指し、プロデュース会社
に制作のすべてまたは一部を依頼して作品をつくることと同

じプロデュースチーム同士での交流があることが特徴である。
　富山県のよさこい系チームは、外向けの活動やチーム内の
活動や広報活動やチーム内イベントなどに取り組んでいる。
富山県のよさこい系チームは、毎週練習日を設けて通年で活
動し、1年を通して演舞をする機会がある。また、毎年新しいオ
リジナル作品を作って演舞をしている。図１は新しいオリジナ
ル作品を作り始めるところを基準とした１年間の活動スケ
ジュールである。

　外向けの活動はお披露目の時期や年間の総演舞数や審査
や前年以前のテーマに特徴があり、チーム内の活動は新メン
バーの募集の方法や時期、チームメンバーの継続、制作活動、
練習に特徴があった。お披露目の演舞が基準となっていたり、

お披露目の演舞と＜よさこいとやま＞を中心にスケジュールが
組まれていたりしている。
 よさこい系チームには、踊ること以外に様々な役割を持つ人
がチーム内に存在する。富山県のよさこい系チームは役割の
割り振りによって、特定の人のみに役割が与えられている少数
型運営のチームとチームメンバー全員に役割が与えられてい
る全員型運営のチームの2つに分類することができる。富山県
のよさこい系チームは少数型運営をしているチームが多く、役
割を集中させて円滑にチームの運営を行っている。さらに、
チームの役割のひとつである「制作に関わる人」に注目すると、
富山県のよさこい系チームはチーム外部一任型、チーム内一
任型、班別考案型の３つに分類できる。富山県のよさこい系
チームはチーム外部一任型が少ないので、自分たちで作品を
考案・制作するという特徴を持つ。また、班別考案型が多いの
で、制作は分担して行う傾向にある。
 以上より、富山県のよさこい系チームの運営の特徴は2点挙
げられる。1つ目は、富山県のよさこい系チームの活動ではお
披露目の演舞と＜よさこいとやま＞を中心とした運営がされて
いるということである。2つ目は、チームの役割では制作の役割
は分散させ、その他の役割は集中させる運営がされていること
である。富山県に限らずよさこい系チームにあてはまると推測
されるものもあった。

　

図１）富山県のよさこい系チームの1年間の活動スケジュール

写真１）第20回よさこいとやま（暁）／撮影者：高山祐子／2018年8月5日撮影
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富山にどのようにして洋舞が根付いてきたのか

竹松 茉那
文化マネジメントコース

はじめに
　

富山県は、他県から比べると洋舞が盛んな県だと言われる。県内に

ある洋舞団体は、全国舞踊コンクール等のコンクールで数々の栄誉あ

る賞を取り、公演は県内各地にとどまらず、時には海外にも出向き舞

台公演を行う。また、4年に一度富山県内で開かれている国際的なア

マチュア舞台芸術祭（現在名：「とやま世界こども舞台芸術祭」）は、

前回の2016年夏の開催で10回目を迎え、今では20ヵ国約3000

人もの人々が一堂に会する舞台芸術祭へと発展した 。私自身、5歳

から高岡市に本拠地を置く可西舞踊研究所に所属し、様々な県内の公

演はもちろん、海外公演・県外公演にも出演してきた。多い時には年

間20公演以上の舞台に立っていた時もあり、私にとって多くの舞台

に立つ機会を持つことは常にあり、これが当たり前になっていた。し

かし、県外から舞踊団体をお招きしたときにお話ししたり、県外の舞

踊関係者と会ったりすれば、「富山は羨ましい」という声がいくつか

聞こえてくる。

そこで本論文ではなぜ、都会から離れた地方でこんなにも洋舞が発

展してきたのかということを検証し、どのようにして富山に洋舞が根

付いてきたのかということを明確にしていきたいと思う。とりわけ、

洋舞の中でもモダンダンスに焦点を当ていく。それは、私が所属する

研究所が、モダンダンスが主流であることも理由の一つである。しか

しそれ以上に、富山は、洋舞の中でも少なからずモダンダンスによっ

て舞台芸術が発展してきたように感じられるからである。富山で洋舞

が盛んなことを明らかにし、今までの富山での洋舞の活動記録をたど

りながら、富山にどのようにして洋舞が根付いてきたのかを検証する。

富山は洋舞が盛んなのか

富山で洋舞が本当に盛んであるのか検証するために、県内に本拠地

を置く洋舞団体が参加した公演（県外・国外での公演も含む）、及び

県外・海外の洋舞団体が富山で行った洋舞公演の記録を年表にし、年

間における公演数の推移を見てみた。

公演数は年々増加傾向である。1950年頃、年間に数件しかなかっ

た洋舞公演は、2010年代では年間平均は大きく増加した。また、富

山県内における洋舞団体数の推移もみてみると、1940年代では2つ

の教室しか存在していなかったが、現在は8倍の16の数まで増加し

ている。約70年間で、富山の洋舞公演数と洋舞団体数が増加してい

るということから、富山の洋舞は盛んになってきていると言える。

そこで、実際に富山でどのような公演が行われているのかみてみる

ために、洋舞公演を主催者別に分類した。そこから、富山の洋舞が盛

んになった3つの仮説を立てた。3つの仮説とは、第1に洋舞をバッ

クアップしている組織がしっかりとしていること、第2に舞踊団体そ

のものに力があること、そして、県内には舞台芸術を支える充実した

環境が整っているということである。この3つの観点から、富山で洋

舞が発展してきた理由を考察する。

盛んな理由①バックアップしている組織
　

洋舞団体を支えている組織は多くある。中でも、洋舞が大きく発展

してきたのは、洋舞をバックアップしてきた(一社)富山県芸術文化

協会(以下：芸文協)の力が大きく、この協会なしには富山の洋舞を

語ることはできない。また、芸文協だけではなく、行政やマスコミな

どの民間企業の多くが協力して、公演は成り立ってきた。特に行政、

芸文協、マスコミのそれぞれが、資金面、運営面、報道面といった役

割分担をし、協力し合い、そして密接な関係を築いてきたからこそ、

多くの公演が行われ、国際的な舞台芸術祭も何度も続けて開くことが

できている。その協力体制が顕著に現れた結果、富山では「とやま世

界こども舞台芸術祭」のような大規模な祭典が開催されている。

また、富山の洋舞の特徴として挙げられるのは、洋舞以外の舞台芸

術分野とコラボレーションして、公演を多く行っているということで

ある。富山では、積極的に国際交流やコラボレーション公演が行われ

ることによって、他分野の芸術分野と触れ合い、互いの価値観を共有

し合い、新たな視点を取り込むことができてきた。これらの国際交流

や海外公演、コラボレーション公演など、交流のきっかけを作ったのは、

行政や芸文協などの組織であり、特に芸文協力が大きく関わっている。

交流が活発であることは、富山の洋舞における一つの大きな特徴であ

り、同時に、それらによって洋舞は磨かれ、そしてそれがまた次の公演

へと繋がる。この循環が富山の洋舞をより発展させてきたのである。

盛んな理由②洋舞団体の力

富山の洋舞団体は、国内外のコンクールで数々の受賞をし、県外や

海外公演にも多数出演している。コンクールで確かな実績を積んでい

るということは、十分に実力があることを示している。

また、洋舞公演を主催別に分類してみると、富山の洋舞団体は、洋

舞団体以外の公演や海外公演に多数出演していた。他分野の交流や国

際交流、コラボレーション公演のきっかけを作ったのは、行政や芸文

協の力を大きい。しかし、次回に繋がるかどうかは、実際に洋舞公演

を行った洋舞団体の実力次第である。その点、長年続けられて行われ

ている公演や、規模が大きくなっていったもの、新しく展開していっ

た公演などが富山には多くあった。つまり、富山の洋舞団体は、十分

に実力をもっているからこそ、次の公演依頼もくるのである。

富山の洋舞団体は、コンクールで確かな実績を残し、海外公演や国

内外の様々なレセプションなどの公式な場にも多く出演している。ま

た、他団体や県外の団体、さらには海外からの出演依頼も多く受けて

いる。その長年の実績が名声へと繋がり、また次の公演へと繋がって

きた。実力と名声の両方が伴っているからこそ、多くの公演が実現さ

れ、そしてそれがまた、洋舞を成長させてきたのである。

盛んな理由③充実した施設

総務省統計局の「平成28年度劇場、音楽堂調査」によれば、富山

は人口あたりの文化ホール、音楽ホール等の施設数が全国で1番高

い。日本全国に、1850館の劇場や文化ホール、音楽ホール等の施設

数があるうち、県内には31の施設 がある。これを人口100万人あ

たりの施設数を換算すると、富山は人口100万人あたり28.9館で

あった。ちなみに全国平均は14.8館であり、富山はその倍近くの数

字をたたき出している。つまり、富山は劇場などの文化ホール、音楽

ホール等の施設数が他県よりも充実しており、富山は県民に十分に充

実した芸術文化を享受できる環境が整っている。

また、洋舞公演を施設別に分類すると、劇場・ホールで行われた公

演が大半を占めていたが、約13％の公演は劇場・ホール以外の社会

福祉施設や文化施設、教育施設で行われていた。その代表例が「県民

ふれあい公演」であり、公民館や学校などで、入場無料で広く県民に

公開されている。富山の洋舞公演は、劇場やホールで洋舞公演を観劇

するというだけでなく、学校や公民館など、身近な施設でも洋舞に触

れることができるといった多様な観劇の仕方もできる。

しかしながら、劇場・ホールだけがそろっていても、練習する場所

がなければ、いい舞台を創ることはできない。富山には、富山市に富

山市民芸術創造センターという練習施設があり、多くの県民に利用さ

れている。充実した練習環境があるからこそ、富山の芸術家たちは存

分に創作に打ち込める。

富山は、県民に広く芸術文化が提供できる大小様々な劇場ホールが

県内にはちりばめられ、また練習施設もある。この両面が備わってい

るからこそ富山では、多くの舞台芸術が生み出されつづけられる。

洋舞の現状と今後

他県の洋舞団体から「富山は羨ましい」と言われるのも、今までの

積み重ねと、洋舞と組織の信頼関係の構築が発展してきたからこその

結果である。芸術を続けていくためには、多くの費用と時間がかかり、

多くの人の協力なしには成り立っていかない。今後更なる向上のため

にも、それぞれの組織と洋舞の関係がこれからもさらに強くなり、今

後も多くの公演がなされることを期待したい。

しかし、多くの公演がなされ、国際交流も盛んではあるが、実際に

続けていく人がいなければ、さらなる発展は望むことができない。多

様なジャンルが生まれる中で、洋舞を守っていくために、次世代へ繋

ぐ子供たちにとって、洋舞が価値ある存在であることが重要なのであ

る。そのためにも、新たな視点を常に模索しながら、挑戦し努力して

いく必要がある。

富山県芸術文化芸術文化編／『藝文とやま』／1973－ 2007
可西希代子舞踊研究所／『可西希代子舞踊研究所50周年記念誌遥かなる風をうけて』
／可西希代子舞踊研究所後援会／2002
などから作成
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（名字／名前半角スペースアキ）

牛首紬からみる織物と女性の結びつき
Why is Making a Textile the Job of Women in Japan? /
:a case study of Ushikubi silk pongee, Shiramine area, Ishikawa prefecture

城崎 暁葉
Shirosaki, Akiha

デザイン工芸コース

�x�a�Š�t

石川県の霊峰白山の麓に白峰と言う地域がある。この地域は周囲を

山に囲まれ冬には3～4mもの雪が積もる豪雪地帯である。この白峰

で受け継がれてきた紬織物が牛首紬である。

一般的な織物の産地では主な生産を女性が担い、機業経営を男性が

務めている。だが、なぜ織物の生産は女性だけがするものとされてい

るのだろうか。織物を作ることは男性でもできるのではないか。なぜ

男性は機
はたお

織りをせず、女性が織物生産を担ってきたのかという疑問が

生じた。それゆえ本論文では、なぜ女性が織物を生産するのか、織物

生産と女性の間にはどのような結びつきがあるのかを、牛首紬から考

察していく。

�‡	��ù�q�x

牛首紬は緯糸に玉糸を織り込んだ織物である。玉糸とは玉
たままゆ

繭（2匹

以上の蚕が一緒につくった1つの繭）からひき出した糸のことであ

る。玉糸を使用することでデコボコとした布地となり、牛首紬の独特

な風合いを生み出す。

牛首紬の特長は打ち込みがしっかりとして布地に張りがある点と

布地に弾力があり伸び縮みしやすいのでシワがつきにくい点である。

緯
よこいと

糸に糊付けをしないことで保温、吸湿、通気性に優れており、軽く

て着やすい。さらに織り込まれた玉繭の節が魅せる光沢も特徴的であ

る。（写真1）

牛首紬の起源は諸説あるが、一説には平治の乱（1159年）に敗れ

た源氏の武士が白峰周辺に逃れてきた際に、その妻女たちが村の人々

に織物技術を教えたと伝えられている。江戸時代には牛首紬は全国に

普及し、当時は「釘
くぎぬきつむぎ

貫紬」という名称で知られていた。

牛首紬は現在、白山市白峰の白山工房と白山市桑島の加藤機業場の

2軒で生産されている。加藤機業場では染色前の白い反物（白生地）

のみを作る。白山工房では白生地の牛首紬と先に糸を染色する柄物の

牛首紬を生産する。

�‡	��ù�w
\�ˆ�»��

加藤機業場では①選
せんけん

繭②煮
しゃけん

繭③繰
そうし

糸④精
せいれん

錬⑤糊
のりづ

付け⑥整
せいけい

経⑦機
はたが

掛け

⑧管
くだま

巻き⑨製
せいしょく

織⑩検査の10工程にて牛首紬は作られる。

①選繭では仕入れた繭から繊維をひき出せる繭とそうでない繭に仕

分ける。

②煮繭では①で仕分けた繭を83℃の熱湯で煮る。繭を煮るのは乾

燥して硬くなった繭を柔らかくし、繭の繊維をほぐしてひき出しやす

くするためである。

③繰糸では熱湯で繭を煮ながら、繭から繊維を直接ひき出し、1本

の糸にまとめる。この製糸方法を「座
ざ ぐ

繰り」といい、座繰りで作られ

た糸のことを「座繰り糸」と言う。（写真2）

④精錬では③繰糸の工程が終わった糸を麻袋に入れ、石鹸と重曹を

練り混ぜて、釜に入れて煮る。煮ることで糸に含まれるセリシンや不

純物を取り除く作業である。

⑤糊付けは経
たていと

糸に糊をつける作業である。糊付けをすることで糸の

細かい毛羽立ちが抑えられ、経糸が上下に開いて口（緯糸を通す空間）

が開きやすくなるので機織りがしやすい。

⑥整経は経糸を必要な本数と長さに計り、巻き取る作業である。経

糸の本数によって織り上がる反物の幅が決まる。

⑦機掛けでは⑥で並べた経糸を織機に掛けていく。経糸を織機に掛

けて糸1本1本を綜
そうこう

絖と筬
おさ

に通す。

⑧管巻きでは、緯糸を管と呼ばれる小さな木
もっかん

管に巻き、それを杼
ひ

（緯

糸を経糸の間に通す道具）の中に入れる。

⑨製織は機織りの作業である。織り手は体全体を使って緯糸を力強

く打ち込み織っていく。牛首紬では「飛
と

び杼
ひ

」という装置のある高
たかばた

機

で生産している。「飛び杼」は紐を引くことで杼を動かすことのでき

る装置によって杼を飛ばしている。そのため毎回同じ位置、同じ早さ

で緯糸を入れることができる。

⑩検査では織り上がった反物に傷や汚れがないかが確認し、問題の

ない反物は牛首紬の証書をつけて販売される。

白山工房での生産は大体加藤機業場と同じ工程だが、撚
ねんし

糸と染色の

工程が追加される。④精錬の前に「撚糸」の工程がある。座繰り糸は

繰糸の工程後はまだ撚りの掛りが弱いため、強く撚りを掛ける。白山

工房では先染めの牛首紬も生産するので、⑤糊付の前に糸に色を染め

る（染色）。青系色は藍染を使用し、他の色は化学染料を使用して染

色している。
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白峰に織物技術が伝わった時から紬は農家の嫁や妻が織っていた。写真1．牛首紬の反物／ copyright:2014/12/6　白山工房にて　筆者撮影

江戸時代、桑島で幅広く商業をしていた杉原家と桑島の百姓の間には

「前貸し」と言う関係があった。百姓は杉原家から紬の原料や道具、

生活必需品を受け取り、生産した生糸・紬を杉原家に道具や日用品の

代金として納めた。この当時、百姓家の男性は杉原家との取引や生糸・

紬を歩
ぼっか

荷で運搬した。百姓家の女性は1人で糸を作り、機を織った。

明治から大正にかけて、白峰に製糸工場や紬織工場が設立された。

工場経営者はそれまで家庭で織物生産をしていた女性たちを雇った。

紬生産の分業体制は製糸と製織で分かれ、各工程の作業はより専門的

になった。

現在の牛首紬は工場制手工業時代の分業体制を引き継いでいる。加

藤機業場では製糸を40代～60代の女性4人、管巻きを40代女性1

人、機掛け・製織を30代と60代の女性2人で担当している。精錬・

糊付け、整経、検査の作業と機業場の経営を加藤夫婦で行う。白山工

房では製糸を40代～50代の女性3人、整経を60代の女性1人、製

織を60代の女性3人で担当する。精錬と染め、糊付の工程は男性1

人が担当する。紬の需要の変動に合わせて紬生産の体制や経営が再編

されていると考えられる。
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白峰では「出
でづく

作り」という住宅が集まった集落内にある本家から離

れて焼畑農業をしながら暮らす農業形態が存在する。出作りによって

暮らすほとんどの家庭が焼畑農業と養蚕を組み合わせた労働で生計を

立てた。農業も養蚕も男性が中心として家族総出で作業に従事した。

特に白峰の生活は養蚕が現金収入源の中心だったため、白峰の人々

は養蚕と生糸・紬生産を重視した。養蚕では桑の育成・採取は男性が

する、蚕の世話は女性と子供がすると一家の中で分担していた。次第

に桑の採取方法も改良されたため蚕の生育に忙しい時期は女性や子供

も桑とりをした。養蚕の作業は忙しさに合わせて柔軟に作業を分担し

ていたと考えられる。そして養蚕での分担が牛首紬生産に影響し、白

峰の人々に紬を作るのは女性だと認識されるようになったと思われ

る。

機織りは女性の仕事だと考えられているのは、家庭での労働が影響

しているのではないかと考える。そこから家庭と紬生産はどのような

関係なのかと聞き取り調査をした。

「家に帰ると忘れるが、工場に来ると思い出す。引きずってもい

いものはできないから、リセットしてまた一日やり始める。」（加

藤機業場、製糸担当、40代女性）

「家庭は子育ての場、家庭で機織りをすることはない」（白山工

房、整経担当、60代女性）

聞き取り調査から以上のような意見が得られた。これらの意見から

牛首紬の生産者の中では生産者であることと、母・妻であることには

線引きがあると思われる。つまり紬生産と家庭における家事・育児は

生産者の中で線引きされている可能性がある。

さらに現在子育て中の生産者の方にお話を伺うと、子育てと牛首紬

生産の両立のしやすさを語られた。子育てに合わせやすいことが白峰

の女性たちによって機織りをし続けられてきた理由だと考えられる。
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牛首紬は家庭内で農家の妻や嫁によって生産されてきた。紬の需要

が増加した際も工程を専門的に分業化し、女性によって生産されてい

た。現在では牛首紬の生産者の中には生産者であることと母・妻であ

ることに線引きが存在するが、女性が牛首紬生産を担ってきたのは紬

生産と子育てとの両立が可能なためだと考察する。また白峰の主産業

であった養蚕の分業が現在の牛首紬生産に影響したと思われる。白峰

ではこれからも地元に暮らす女性たちの手によって牛首紬が作られ、

受け継がれていくだろう。

写真2．③繰糸の作業／ copyright: 2014/12/6　白山工房にて　筆者撮影
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牛首紬からみる織物と女性の結びつき
Why is Making a Textile the Job of Women in Japan? /
:a case study of Ushikubi silk pongee, Shiramine area, Ishikawa prefecture

城崎 暁葉
Shirosaki, Akiha

デザイン工芸コース
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石川県の霊峰白山の麓に白峰と言う地域がある。この地域は周囲を

山に囲まれ冬には3～4mもの雪が積もる豪雪地帯である。この白峰

で受け継がれてきた紬織物が牛首紬である。

一般的な織物の産地では主な生産を女性が担い、機業経営を男性が

務めている。だが、なぜ織物の生産は女性だけがするものとされてい

るのだろうか。織物を作ることは男性でもできるのではないか。なぜ

男性は機
はたお

織りをせず、女性が織物生産を担ってきたのかという疑問が

生じた。それゆえ本論文では、なぜ女性が織物を生産するのか、織物

生産と女性の間にはどのような結びつきがあるのかを、牛首紬から考

察していく。
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牛首紬は緯糸に玉糸を織り込んだ織物である。玉糸とは玉
たままゆ

繭（2匹

以上の蚕が一緒につくった1つの繭）からひき出した糸のことであ

る。玉糸を使用することでデコボコとした布地となり、牛首紬の独特

な風合いを生み出す。

牛首紬の特長は打ち込みがしっかりとして布地に張りがある点と

布地に弾力があり伸び縮みしやすいのでシワがつきにくい点である。

緯
よこいと

糸に糊付けをしないことで保温、吸湿、通気性に優れており、軽く

て着やすい。さらに織り込まれた玉繭の節が魅せる光沢も特徴的であ

る。（写真1）

牛首紬の起源は諸説あるが、一説には平治の乱（1159年）に敗れ

た源氏の武士が白峰周辺に逃れてきた際に、その妻女たちが村の人々

に織物技術を教えたと伝えられている。江戸時代には牛首紬は全国に

普及し、当時は「釘
くぎぬきつむぎ

貫紬」という名称で知られていた。

牛首紬は現在、白山市白峰の白山工房と白山市桑島の加藤機業場の

2軒で生産されている。加藤機業場では染色前の白い反物（白生地）

のみを作る。白山工房では白生地の牛首紬と先に糸を染色する柄物の

牛首紬を生産する。
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加藤機業場では①選
せんけん

繭②煮
しゃけん

繭③繰
そうし

糸④精
せいれん

錬⑤糊
のりづ

付け⑥整
せいけい

経⑦機
はたが

掛け

⑧管
くだま

巻き⑨製
せいしょく

織⑩検査の10工程にて牛首紬は作られる。

①選繭では仕入れた繭から繊維をひき出せる繭とそうでない繭に仕

分ける。

②煮繭では①で仕分けた繭を83℃の熱湯で煮る。繭を煮るのは乾

燥して硬くなった繭を柔らかくし、繭の繊維をほぐしてひき出しやす

くするためである。

③繰糸では熱湯で繭を煮ながら、繭から繊維を直接ひき出し、1本

の糸にまとめる。この製糸方法を「座
ざ ぐ

繰り」といい、座繰りで作られ

た糸のことを「座繰り糸」と言う。（写真2）

④精錬では③繰糸の工程が終わった糸を麻袋に入れ、石鹸と重曹を

練り混ぜて、釜に入れて煮る。煮ることで糸に含まれるセリシンや不

純物を取り除く作業である。

⑤糊付けは経
たていと

糸に糊をつける作業である。糊付けをすることで糸の

細かい毛羽立ちが抑えられ、経糸が上下に開いて口（緯糸を通す空間）

が開きやすくなるので機織りがしやすい。

⑥整経は経糸を必要な本数と長さに計り、巻き取る作業である。経

糸の本数によって織り上がる反物の幅が決まる。

⑦機掛けでは⑥で並べた経糸を織機に掛けていく。経糸を織機に掛

けて糸1本1本を綜
そうこう

絖と筬
おさ

に通す。

⑧管巻きでは、緯糸を管と呼ばれる小さな木
もっかん

管に巻き、それを杼
ひ

（緯

糸を経糸の間に通す道具）の中に入れる。

⑨製織は機織りの作業である。織り手は体全体を使って緯糸を力強

く打ち込み織っていく。牛首紬では「飛
と

び杼
ひ

」という装置のある高
たかばた

機

で生産している。「飛び杼」は紐を引くことで杼を動かすことのでき

る装置によって杼を飛ばしている。そのため毎回同じ位置、同じ早さ

で緯糸を入れることができる。

⑩検査では織り上がった反物に傷や汚れがないかが確認し、問題の

ない反物は牛首紬の証書をつけて販売される。

白山工房での生産は大体加藤機業場と同じ工程だが、撚
ねんし

糸と染色の

工程が追加される。④精錬の前に「撚糸」の工程がある。座繰り糸は

繰糸の工程後はまだ撚りの掛りが弱いため、強く撚りを掛ける。白山

工房では先染めの牛首紬も生産するので、⑤糊付の前に糸に色を染め

る（染色）。青系色は藍染を使用し、他の色は化学染料を使用して染

色している。
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白峰に織物技術が伝わった時から紬は農家の嫁や妻が織っていた。写真1．牛首紬の反物／ copyright:2014/12/6　白山工房にて　筆者撮影

江戸時代、桑島で幅広く商業をしていた杉原家と桑島の百姓の間には

「前貸し」と言う関係があった。百姓は杉原家から紬の原料や道具、

生活必需品を受け取り、生産した生糸・紬を杉原家に道具や日用品の

代金として納めた。この当時、百姓家の男性は杉原家との取引や生糸・

紬を歩
ぼっか

荷で運搬した。百姓家の女性は1人で糸を作り、機を織った。

明治から大正にかけて、白峰に製糸工場や紬織工場が設立された。

工場経営者はそれまで家庭で織物生産をしていた女性たちを雇った。

紬生産の分業体制は製糸と製織で分かれ、各工程の作業はより専門的

になった。

現在の牛首紬は工場制手工業時代の分業体制を引き継いでいる。加

藤機業場では製糸を40代～60代の女性4人、管巻きを40代女性1

人、機掛け・製織を30代と60代の女性2人で担当している。精錬・

糊付け、整経、検査の作業と機業場の経営を加藤夫婦で行う。白山工

房では製糸を40代～50代の女性3人、整経を60代の女性1人、製

織を60代の女性3人で担当する。精錬と染め、糊付の工程は男性1

人が担当する。紬の需要の変動に合わせて紬生産の体制や経営が再編

されていると考えられる。
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白峰では「出
でづく

作り」という住宅が集まった集落内にある本家から離

れて焼畑農業をしながら暮らす農業形態が存在する。出作りによって

暮らすほとんどの家庭が焼畑農業と養蚕を組み合わせた労働で生計を

立てた。農業も養蚕も男性が中心として家族総出で作業に従事した。

特に白峰の生活は養蚕が現金収入源の中心だったため、白峰の人々

は養蚕と生糸・紬生産を重視した。養蚕では桑の育成・採取は男性が

する、蚕の世話は女性と子供がすると一家の中で分担していた。次第

に桑の採取方法も改良されたため蚕の生育に忙しい時期は女性や子供

も桑とりをした。養蚕の作業は忙しさに合わせて柔軟に作業を分担し

ていたと考えられる。そして養蚕での分担が牛首紬生産に影響し、白

峰の人々に紬を作るのは女性だと認識されるようになったと思われ

る。

機織りは女性の仕事だと考えられているのは、家庭での労働が影響

しているのではないかと考える。そこから家庭と紬生産はどのような

関係なのかと聞き取り調査をした。

「家に帰ると忘れるが、工場に来ると思い出す。引きずってもい

いものはできないから、リセットしてまた一日やり始める。」（加

藤機業場、製糸担当、40代女性）

「家庭は子育ての場、家庭で機織りをすることはない」（白山工

房、整経担当、60代女性）

聞き取り調査から以上のような意見が得られた。これらの意見から

牛首紬の生産者の中では生産者であることと、母・妻であることには

線引きがあると思われる。つまり紬生産と家庭における家事・育児は

生産者の中で線引きされている可能性がある。

さらに現在子育て中の生産者の方にお話を伺うと、子育てと牛首紬

生産の両立のしやすさを語られた。子育てに合わせやすいことが白峰

の女性たちによって機織りをし続けられてきた理由だと考えられる。

�‡�q�Š

牛首紬は家庭内で農家の妻や嫁によって生産されてきた。紬の需要

が増加した際も工程を専門的に分業化し、女性によって生産されてい

た。現在では牛首紬の生産者の中には生産者であることと母・妻であ

ることに線引きが存在するが、女性が牛首紬生産を担ってきたのは紬

生産と子育てとの両立が可能なためだと考察する。また白峰の主産業

であった養蚕の分業が現在の牛首紬生産に影響したと思われる。白峰

ではこれからも地元に暮らす女性たちの手によって牛首紬が作られ、

受け継がれていくだろう。

写真2．③繰糸の作業／ copyright: 2014/12/6　白山工房にて　筆者撮影
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世界遺産五箇山におけるバッファゾーンの集落の役割と在り方
-籠渡集落を例に -
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富山県南砺市の五箇山は1995年に世界遺産に登録されてから、約

20年経ったが、その中でコアゾーンとバッファゾーンの集落環境は

大きく変化してきた。コアゾーンは世界遺産登録によって観光化に向

かい、バッファゾーンでは集落の自治の維持が困難になってきてい

る。コアゾーンは世界遺産の登録範囲を指し、バッファゾーンはコア

ゾーンの周囲のゾーンであり、Ⅰ種とⅡ種に分かれている。そこで、

本論文ではバッファゾーンⅡ種に該当する籠渡集落を取り上げて考察

した。また、論文の分析方法としては、文献調査と籠渡集落での聞き

取り調査を行った。
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論文では三つの目的を果たすこととする。一つ目は、各ゾーンの役

割や規制の違いなどを明らかにするということである。二つ目は、籠

渡集落の調査の結果を踏まえ、バッファゾーンとしての役割や今後の

在り方とはどのようなものかということについて言及するということ

である。そして三つ目は、バッファゾーンの集落に対する政策的なサ

ポートが必要かどうか、必要な場合、どのような政策が有効かについ

ても言及するということである。

論文は第5章までの構成とする。第1章では今回の研究における研

究背景と研究目的、構成を説明する。第2章においては、はじめに世

界遺産の登録に関する基準などの世界遺産制度について述べること

とする。次にゾーンの特徴や規制について述べる。第3章では、集落

の文化的変容のプロセスについて述べることとする。籠渡集落はバッ

ファゾーンのⅡ種の代表の集落として調査する。集落の詳細について

説明してから、集落の現状と世界遺産登録後の変化について触れてい

くこととする。第4章は、バッファゾーンの集落の今後についての考

えをまとめる。集落の変化を踏まえた上で、集落の将来について考え

る。バッファゾーンの集落として果たすべき役割とは何かということ

や、集落の今後の方向性や在り方はどのようなものかということにつ

いてまとめ、集落を支えるためには住民や行政は何をしなければなら

ないかについて言及することとする。第5章は総括であり、以上の私

の研究から明らかになったことについて、結論をまとめることとす

る。
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世界遺産は、周囲をゾーンごとに分けて登録遺産を維持していくこ

とが通例となっている。そのゾーンはコアゾーンとバッファゾーンの

二つが存在する。コアゾーンは、世界遺産として登録されている資産

が存在している範囲を指し、バッファゾーンはコアゾーンを守るよう

にして取り囲んでいる範囲のことである。

南砺市のマスタープランには、バッファゾーンが景観保全のための

区域であるということや、ゾーン内の建造物や景観資源を保存して活

用していくものであるということが明記されているが、バッファゾー

ンに関する保全措置の具体化やより効率的な保全活動については明確

にはされていない。よって、今後はマスタープラン全体の見直し、補

強をするとともに、明確化されていないバッファゾーンへの措置を詳

細に決めていくべきであると考えられる。
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コアゾーンである相倉集落と菅沼集落は国指定史跡であり、伝統的

建造物群保存地区に指定されている。文化財保護法によって資産の合

掌造りが守られて観光資源化し、両集落とも、外部から多くの観光客

が訪れている。このような集落の変化はバッファゾーンにも起こって

おり、コアゾーン周辺のバッファゾーンⅠ種の集落は観光に関わって

いくようになり、道路や駐車場の整備から観光施設の増設など様々な

対応がとられるようになった。しかしながら、観光への取り組みは集

落ごとで異なり、それほど観光に積極的ではない集落もある。また、

バッファゾーンⅡ種においては観光業に積極的な集落は少ないと考え

られる。自然などの景観は保全されているが、家屋は一般的なものや

改築されているものが多いという点や、各集落のコアゾーンからの距

離が遠いという点、民宿や土産店などの観光関連施設が少ないという

点が原因と考えられる。中でも籠渡集落は現在では合掌造りが無く、

観光客のまなざしを意識した集落の景観を作り上げる必然性も無い。

写真1．五箇山の世界遺産を取り巻く緩衝地帯　南砺市 /『南砺市五箇山世界遺産
マスタープラン』/https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/open_imgs/
service/0000033674.pdf/2012年

しかし、景観は集落の中で管理されており、時代に応じた農村風景は

保全されている。

そこで私は、籠渡集落は移住希望者や新規定住者、住民同士などの、

人と人との繋がりが深く、その中で集落の持つ価値を認め合い、集落

の景観を「公共財的」に皆で守っていこうとしているため、景観保全

が行われているのではないかという仮説を立てた。また、籠渡集落で

は獅子舞や祭りなどの伝統文化と向き合うことによる自治の力が強く

作用しているのではないかと考え、その自治の力は景観を保全してい

くのに必要なものであり、その独自の自治を維持していくためには、

自治の力を強化していく必要があるのではないかと考えた。
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現地調査を行った結果、「籠渡集落は皆のものだから、皆で集落を

守る」という考えのもと、花壇や田畑の整理、水路の掃除などの景観

保全を行い、住民全員が協力して伝統的な行事を行っていることが分

かった。つまり、集落を「公共財的」に管理しようとしているのであ

る。その主な理由は三つであると考えられ、一つ目は宗教的な文化、

二つ目は生業の標準化、三つ目は結的な精神であると思われる。宗教

的な文化については、籠渡集落では、現在でも定期的に住民たちが道

場に集まり、報恩講や毎月の御講を行っており、日常生活の中の他の

行事においても、浄土真宗に基づくものが多いことが挙げられる。次

に、生業の標準化については、戦前は養蚕や和紙を作っていたが、現

在は米やみょうがを生産している人が多く、「周りがやっていること

を自分もやる」という風に、周囲と同じことをする傾向がある籠渡集

落特有の傾向があることが挙げられる。籠渡集落は昔から自給自足で

助け合い、皆で同じような生活を送ってきたため、今もその一体感が

残っているということが分かる。そして、結的な精神については、集

落内での集まりである寄合や総会、冠婚葬祭などを住民全体が協力し

て行い、結のつながりのような目に見えない無形のものに価値を見出

して共有し、生活しているということが挙げられる。

籠渡集落では時代に応じた景観を自治によって維持し、結果的に文

化的な景観を守っているのである。家屋の形や集落の景観が時代とと

もに変化するように文化を共有する主体である住民も変わっていく。

その時の主体が対話によって新たな文化を創造・共有し、それによっ

て景観を作り上げていくことを考えていかなければならない。そのた

めには、商品化された場所を消費する観光は有益ではなく、文化の共

有や理解を軸とした外部との接点を増やし、新たな主体を増やしてい

くことが必要となる。つまり、集落の自治の力を強化するために、移

住者などの人材が増加するようにしなければならないのである。集落

への移住が一過性のものではなく、長く集落に住んでくれる人々に移

住してきてもらえるように、寄合や行事への参加や体験宿泊などの交

流を重ねた上で移住してもらうべきであると考えられ、住民と行政の

助け合いも重要であると考えられる。
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本論文では三つの目的を果たすこととしており、各ゾーンの役割や

規制の違いなどを明らかにするということや、バッファゾーンとして

の役割や今後の在り方とはどのようなものかということについて言及

するということ、バッファゾーンの集落に対する政策的なサポートが

必要かどうか、必要な場合、どのような政策が有効かについて言及す

るということである。

一つ目の目的に関しては、コアゾーンとは違い、バッファゾーンは

家屋の改築などに関する規制などは緩やかで、家屋や景観などの住民

を取り巻く環境は、時代が変わるごとに簡単に変わっていくというこ

とが分かった。また、二つ目の目的に関しては、バッファゾーンの集

落はバッファゾーン内の価値ある景観や環境を守っていくことが重要

であるとされていることが分かった。そして、三つ目の目的に関して

は、今後バッファゾーンの集落が自治を行い、伝統的な文化を継承し

ていくためには、自治を行う力を強化すべきであり、人材の確保が必

要であるといえる。行政は、行政と集落内の住民、外部の人間が交流

しやすくなるようなサポートを行っていく方が良いと考えられる。

また、時代の変化に適合する結の形を模索し、その時々の課題に対

して集落の内部から向き合う力を維持していくことで、農村風景も保

全されると考えられる。繰り返しになるが、行政の支援の要は、遠回

りでもこうした自治力の保持が可能なように支援を行っていくことに

尽きるのである。

写真2．籠渡集落（著者撮影）
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富山県南砺市の五箇山は1995年に世界遺産に登録されてから、約

20年経ったが、その中でコアゾーンとバッファゾーンの集落環境は

大きく変化してきた。コアゾーンは世界遺産登録によって観光化に向

かい、バッファゾーンでは集落の自治の維持が困難になってきてい

る。コアゾーンは世界遺産の登録範囲を指し、バッファゾーンはコア

ゾーンの周囲のゾーンであり、Ⅰ種とⅡ種に分かれている。そこで、

本論文ではバッファゾーンⅡ種に該当する籠渡集落を取り上げて考察

した。また、論文の分析方法としては、文献調査と籠渡集落での聞き

取り調査を行った。
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論文では三つの目的を果たすこととする。一つ目は、各ゾーンの役

割や規制の違いなどを明らかにするということである。二つ目は、籠

渡集落の調査の結果を踏まえ、バッファゾーンとしての役割や今後の

在り方とはどのようなものかということについて言及するということ

である。そして三つ目は、バッファゾーンの集落に対する政策的なサ

ポートが必要かどうか、必要な場合、どのような政策が有効かについ

ても言及するということである。

論文は第5章までの構成とする。第1章では今回の研究における研

究背景と研究目的、構成を説明する。第2章においては、はじめに世

界遺産の登録に関する基準などの世界遺産制度について述べること

とする。次にゾーンの特徴や規制について述べる。第3章では、集落

の文化的変容のプロセスについて述べることとする。籠渡集落はバッ

ファゾーンのⅡ種の代表の集落として調査する。集落の詳細について

説明してから、集落の現状と世界遺産登録後の変化について触れてい

くこととする。第4章は、バッファゾーンの集落の今後についての考

えをまとめる。集落の変化を踏まえた上で、集落の将来について考え

る。バッファゾーンの集落として果たすべき役割とは何かということ

や、集落の今後の方向性や在り方はどのようなものかということにつ

いてまとめ、集落を支えるためには住民や行政は何をしなければなら

ないかについて言及することとする。第5章は総括であり、以上の私

の研究から明らかになったことについて、結論をまとめることとす

る。
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世界遺産は、周囲をゾーンごとに分けて登録遺産を維持していくこ

とが通例となっている。そのゾーンはコアゾーンとバッファゾーンの

二つが存在する。コアゾーンは、世界遺産として登録されている資産

が存在している範囲を指し、バッファゾーンはコアゾーンを守るよう

にして取り囲んでいる範囲のことである。

南砺市のマスタープランには、バッファゾーンが景観保全のための

区域であるということや、ゾーン内の建造物や景観資源を保存して活

用していくものであるということが明記されているが、バッファゾー

ンに関する保全措置の具体化やより効率的な保全活動については明確

にはされていない。よって、今後はマスタープラン全体の見直し、補

強をするとともに、明確化されていないバッファゾーンへの措置を詳

細に決めていくべきであると考えられる。
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コアゾーンである相倉集落と菅沼集落は国指定史跡であり、伝統的

建造物群保存地区に指定されている。文化財保護法によって資産の合

掌造りが守られて観光資源化し、両集落とも、外部から多くの観光客

が訪れている。このような集落の変化はバッファゾーンにも起こって

おり、コアゾーン周辺のバッファゾーンⅠ種の集落は観光に関わって

いくようになり、道路や駐車場の整備から観光施設の増設など様々な

対応がとられるようになった。しかしながら、観光への取り組みは集

落ごとで異なり、それほど観光に積極的ではない集落もある。また、

バッファゾーンⅡ種においては観光業に積極的な集落は少ないと考え

られる。自然などの景観は保全されているが、家屋は一般的なものや

改築されているものが多いという点や、各集落のコアゾーンからの距

離が遠いという点、民宿や土産店などの観光関連施設が少ないという

点が原因と考えられる。中でも籠渡集落は現在では合掌造りが無く、

観光客のまなざしを意識した集落の景観を作り上げる必然性も無い。

写真1．五箇山の世界遺産を取り巻く緩衝地帯　南砺市 /『南砺市五箇山世界遺産
マスタープラン』/https://www.city.nanto.toyama.jp/cms-sypher/open_imgs/
service/0000033674.pdf/2012年

しかし、景観は集落の中で管理されており、時代に応じた農村風景は

保全されている。

そこで私は、籠渡集落は移住希望者や新規定住者、住民同士などの、

人と人との繋がりが深く、その中で集落の持つ価値を認め合い、集落

の景観を「公共財的」に皆で守っていこうとしているため、景観保全

が行われているのではないかという仮説を立てた。また、籠渡集落で

は獅子舞や祭りなどの伝統文化と向き合うことによる自治の力が強く

作用しているのではないかと考え、その自治の力は景観を保全してい

くのに必要なものであり、その独自の自治を維持していくためには、

自治の力を強化していく必要があるのではないかと考えた。
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現地調査を行った結果、「籠渡集落は皆のものだから、皆で集落を

守る」という考えのもと、花壇や田畑の整理、水路の掃除などの景観

保全を行い、住民全員が協力して伝統的な行事を行っていることが分

かった。つまり、集落を「公共財的」に管理しようとしているのであ

る。その主な理由は三つであると考えられ、一つ目は宗教的な文化、

二つ目は生業の標準化、三つ目は結的な精神であると思われる。宗教

的な文化については、籠渡集落では、現在でも定期的に住民たちが道

場に集まり、報恩講や毎月の御講を行っており、日常生活の中の他の

行事においても、浄土真宗に基づくものが多いことが挙げられる。次

に、生業の標準化については、戦前は養蚕や和紙を作っていたが、現

在は米やみょうがを生産している人が多く、「周りがやっていること

を自分もやる」という風に、周囲と同じことをする傾向がある籠渡集

落特有の傾向があることが挙げられる。籠渡集落は昔から自給自足で

助け合い、皆で同じような生活を送ってきたため、今もその一体感が

残っているということが分かる。そして、結的な精神については、集

落内での集まりである寄合や総会、冠婚葬祭などを住民全体が協力し

て行い、結のつながりのような目に見えない無形のものに価値を見出

して共有し、生活しているということが挙げられる。

籠渡集落では時代に応じた景観を自治によって維持し、結果的に文

化的な景観を守っているのである。家屋の形や集落の景観が時代とと

もに変化するように文化を共有する主体である住民も変わっていく。

その時の主体が対話によって新たな文化を創造・共有し、それによっ

て景観を作り上げていくことを考えていかなければならない。そのた

めには、商品化された場所を消費する観光は有益ではなく、文化の共

有や理解を軸とした外部との接点を増やし、新たな主体を増やしてい

くことが必要となる。つまり、集落の自治の力を強化するために、移

住者などの人材が増加するようにしなければならないのである。集落

への移住が一過性のものではなく、長く集落に住んでくれる人々に移

住してきてもらえるように、寄合や行事への参加や体験宿泊などの交

流を重ねた上で移住してもらうべきであると考えられ、住民と行政の

助け合いも重要であると考えられる。
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本論文では三つの目的を果たすこととしており、各ゾーンの役割や

規制の違いなどを明らかにするということや、バッファゾーンとして

の役割や今後の在り方とはどのようなものかということについて言及

するということ、バッファゾーンの集落に対する政策的なサポートが

必要かどうか、必要な場合、どのような政策が有効かについて言及す

るということである。

一つ目の目的に関しては、コアゾーンとは違い、バッファゾーンは

家屋の改築などに関する規制などは緩やかで、家屋や景観などの住民

を取り巻く環境は、時代が変わるごとに簡単に変わっていくというこ

とが分かった。また、二つ目の目的に関しては、バッファゾーンの集

落はバッファゾーン内の価値ある景観や環境を守っていくことが重要

であるとされていることが分かった。そして、三つ目の目的に関して

は、今後バッファゾーンの集落が自治を行い、伝統的な文化を継承し

ていくためには、自治を行う力を強化すべきであり、人材の確保が必

要であるといえる。行政は、行政と集落内の住民、外部の人間が交流

しやすくなるようなサポートを行っていく方が良いと考えられる。

また、時代の変化に適合する結の形を模索し、その時々の課題に対

して集落の内部から向き合う力を維持していくことで、農村風景も保

全されると考えられる。繰り返しになるが、行政の支援の要は、遠回

りでもこうした自治力の保持が可能なように支援を行っていくことに

尽きるのである。

写真2．籠渡集落（著者撮影）
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本稿では、青年期の娘とその母親の友達のような親密度の高い母
おやこ

娘

関係を明らかにする。そうした母娘を「仲良し母娘」とし、その母娘

関係を定義する。

現代日本には、様々な母娘が存在している。中でも極度に仲の良い

母娘を「友達母娘」と呼ぶ。インターネット上では、「友達母娘に憧

れる、なりたい」といった意見もある。しかし、「友達母娘」とは、

は大量消費社会という社会現象によって生み出された依存関係である

とされている（注1）。そして、「友達母娘」は社会問題として取り扱

われることも多い。以上のことから分かるように、「友達母娘」には、

良いイメージと、悪いイメージがある。

そこで、本稿では、後述する荒氏の用語を用いて「友達母娘」を二

種類に分類する。良いイメージの母娘関係を「仲良し母娘」、悪いイ

メージの母娘関係を「友達母娘」とする。

これらを区別することで、青年期の「仲良し母娘」という母娘関係

を定義する。


h�å�8�w�<�È����

まず青年期の、「仲良し母娘」の研究を進めるにあたり、基本的な

母娘関係と「友達母娘」と「仲良し母娘」の違いについておさえる。

母娘関係は、父息子、父娘、母息子に比べ、密接した関係にある。

母娘には、「友達母娘」のような距離が近い母娘や、「いがみあう母娘」

のような娘の反抗が強い母娘などがある。しかし、これらは、異なる

母娘関係のようにみえるものの、（その表れ方は異なれども、）いずれ

も母子関係の強さ、密接さが根底にあっての反応である（注2）。また、

心理学的に見ても、娘にとって母親は自我の発達にはるかに強い影響

を及ぼす存在（注3）だとされている。すなわち、母親は娘の人格形

成に深く関わる存在である。

次に、「友達母娘」と「仲良し母娘」の違いについておさえる。

「友達母娘」のような極度に仲の良い母娘関係は、1980～1990

年代ごろから取りざたされるようになった。これは大量消費社会と

いう豊かな社会によって生み出された依存関係である（注1）。一見、

仲が良く友達のようである。しかし、親が子供の機嫌をとる（注4）

ことにより成り立つ危うい関係である。

一方で、良いイメージをもつ「仲良し母娘」について、荒香帆里氏

は雑誌『アエラ』において以下のように述べている。「『親が子供の機

嫌をとり、子供と一体になりたがる』友達親子が増えているのだ。『親

子間でボーダーが引かれ、信頼しあっている』仲良し親子とは別次元

の親子関係だ。」（注4）すなわち、仲の良い親子の中でも悪いイメー

ジを持つ「友達親子」と良いイメージを持つ「仲良し親子」の二種類

の親子に分けられるということである。ただ、前述したように、一般

社会において、仲の良い母と娘は「友達母娘」という言葉で一括りに

されている。

本稿では、以上の荒氏の用語を採用する。そして、以降のアンケー

ト調査、インタビュー調査を用いて、「仲良し母娘」を定義する。
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本稿では、現代の母娘関係の傾向を知るために、女子高校生を対象

としたアンケート調査を行った。石川県立K高等学校在籍の男女31

名（女子25人、男子5人、不明1人）に協力を仰ぎ、30名の回答を

回収することができた。

まず、母娘関係と父娘関係の比較を行う。この比較で分かったこと

は四点ある。

一点目は、現代の女子高校生は父母と良好な関係を築いていると感

じているという点である。「お母さんとの仲は良いですか」、「お父さ

んとの仲は良いですか」という質問に対して、「はい」と回答してい

る割合が母は84%、父は75%となっている。このことから、父母

と険悪な関係になっている女子高校生が少ないことも分かる。

二点目は、現代の女子高校生は会話や外出に関して、父親より母親

と密接な関係を築いているという点である。アンケートにおいて、会

話の頻度や外出の頻度をたずねた。その結果、女子高校生は父親より

母親との方が圧倒的に多く、会話・外出を行っていることが分かった。

三点目は、両親との上下関係において、父娘関係にのみ、自分（娘）

の方が上であるという意見が出たということである。自分と父母との

間に上下関係があると回答した人の内、母娘間は全員が「母親が上、

自分が下」と回答している。それに対し、父娘間では、2割ではある

が「自分が上、父親が下」という回答があった。

四点目は、父より母の方が身近な存在であることを示していたこと

がわかった。「両親に自分をどれだけさらけだしているか」という質

問で、「すべて」「ほとんど」と回答した割合は、母が8割であるのに

対し、父は5割程度であった。

次に、母娘関係、父娘関係、友達娘関係の三つの関係性の比較を行

う。この比較で分かったことは二点ある。

一点目は、父親よりも母親と友達に近い会話を行っているという点

である。母娘間、友達娘間の両方で、「学校での出来事」、「友人関係」、

「テレビ」などの項目が高くなっている。それに対して、父親との会

話内容は「勉強」の項目が最も高くなっている。そして「恋愛」「近

所の噂」の項目は回答数が0となっている。父娘間の会話内容はこう

した特徴的な分布となっている。

二点目は、娘にとって、母親は父親よりもふざけあえる身近な存在

であるという点である。「父、母、友達との間に、お互いにしか分か

らない共通の話題のようなものはありますか」という質問を設定し

た。そこで、共通の話題が「ある」という回答は、友達娘間、母娘間、

父娘間の順番で多かった。一方、「ない」という回答は、母娘間、友

達娘間、父娘間の順番で少なかった。

このことから、女子高校生にとって母親の方が父親より友達に近い

ことが分かる。

すなわち、母娘関係は友達のような関係であると言うことができ

る。
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アンケート調査の後、「仲良し母娘」の定義付けのために、一般的

な母娘の娘、「仲良し母娘」の娘と思われる3名にインタビュー調査

を行った。

本調査では、家族、母親との親密度、「友達母娘」、母親以外の人と

の関係についての質問をした。

インタビューを行い、青年期の「仲良し母娘」の特徴を考察した。

一点目は、母親との親密度が高い点である。ここで言う親密度とは、

目に見えて分かる母と娘の仲の良さを指す。例えば、一緒に出かける

頻度や会話量の多少などである。「仲良し母娘」と「友達母娘」は、

一般的な母娘に比べ、この親密度が高い。

二点目は、一般的な母娘同様、将来の展望として自立を掲げている

という点である。これは、相互依存関係にある「友達母娘」とは異なる。

三点目は、一般的な母娘に比べ、母娘間で意見が一致しやすいとい

う点である。この特徴には、母娘の信頼関係や家庭環境が影響してい

ると考えられる。
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以上から、本稿での、青年期の「仲良し母娘」を定義する。現代の

青年期の母娘は、他の親子関係に比べ、友達のような関係を築いてい

る。中でも、青年期の「仲良し母娘」は母と娘で親密度が高い。また、

荒氏の言うように、母娘間でボーダーが引かれ、信頼（注4）関係を

築いている。そして、「友達母娘」とは異なり、子の将来の展望とし

て自立を掲げている。また、一般的な母娘に比べ、意見が一致しやす

いという特徴もある。以上が本稿での、青年期の「仲良し母娘」の定

義である。

【注】
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房、178頁。
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27-28頁。

3. 田中正　1993　「親子関係と自我の確立－青年期後期の女子を対

象として－」『名古屋文理短期大学紀要』　18号、7頁。

4.荒香帆里　2003　「家族　勘違いしてる友達親子̶仲良しはいい

けど」『アエラ』　16巻5号、53頁。

図1．アンケート結果「自分と他の人との間に共通の話題はあるか」／ copyright:
調査結果を基に筆者作成
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本稿では、青年期の娘とその母親の友達のような親密度の高い母
おやこ

娘

関係を明らかにする。そうした母娘を「仲良し母娘」とし、その母娘

関係を定義する。

現代日本には、様々な母娘が存在している。中でも極度に仲の良い

母娘を「友達母娘」と呼ぶ。インターネット上では、「友達母娘に憧

れる、なりたい」といった意見もある。しかし、「友達母娘」とは、

は大量消費社会という社会現象によって生み出された依存関係である

とされている（注1）。そして、「友達母娘」は社会問題として取り扱

われることも多い。以上のことから分かるように、「友達母娘」には、

良いイメージと、悪いイメージがある。

そこで、本稿では、後述する荒氏の用語を用いて「友達母娘」を二

種類に分類する。良いイメージの母娘関係を「仲良し母娘」、悪いイ

メージの母娘関係を「友達母娘」とする。

これらを区別することで、青年期の「仲良し母娘」という母娘関係

を定義する。
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まず青年期の、「仲良し母娘」の研究を進めるにあたり、基本的な

母娘関係と「友達母娘」と「仲良し母娘」の違いについておさえる。

母娘関係は、父息子、父娘、母息子に比べ、密接した関係にある。

母娘には、「友達母娘」のような距離が近い母娘や、「いがみあう母娘」

のような娘の反抗が強い母娘などがある。しかし、これらは、異なる

母娘関係のようにみえるものの、（その表れ方は異なれども、）いずれ

も母子関係の強さ、密接さが根底にあっての反応である（注2）。また、

心理学的に見ても、娘にとって母親は自我の発達にはるかに強い影響

を及ぼす存在（注3）だとされている。すなわち、母親は娘の人格形

成に深く関わる存在である。

次に、「友達母娘」と「仲良し母娘」の違いについておさえる。

「友達母娘」のような極度に仲の良い母娘関係は、1980～1990

年代ごろから取りざたされるようになった。これは大量消費社会と

いう豊かな社会によって生み出された依存関係である（注1）。一見、

仲が良く友達のようである。しかし、親が子供の機嫌をとる（注4）

ことにより成り立つ危うい関係である。

一方で、良いイメージをもつ「仲良し母娘」について、荒香帆里氏

は雑誌『アエラ』において以下のように述べている。「『親が子供の機

嫌をとり、子供と一体になりたがる』友達親子が増えているのだ。『親

子間でボーダーが引かれ、信頼しあっている』仲良し親子とは別次元

の親子関係だ。」（注4）すなわち、仲の良い親子の中でも悪いイメー

ジを持つ「友達親子」と良いイメージを持つ「仲良し親子」の二種類

の親子に分けられるということである。ただ、前述したように、一般

社会において、仲の良い母と娘は「友達母娘」という言葉で一括りに

されている。

本稿では、以上の荒氏の用語を採用する。そして、以降のアンケー

ト調査、インタビュー調査を用いて、「仲良し母娘」を定義する。
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本稿では、現代の母娘関係の傾向を知るために、女子高校生を対象

としたアンケート調査を行った。石川県立K高等学校在籍の男女31

名（女子25人、男子5人、不明1人）に協力を仰ぎ、30名の回答を

回収することができた。

まず、母娘関係と父娘関係の比較を行う。この比較で分かったこと

は四点ある。

一点目は、現代の女子高校生は父母と良好な関係を築いていると感

じているという点である。「お母さんとの仲は良いですか」、「お父さ

んとの仲は良いですか」という質問に対して、「はい」と回答してい

る割合が母は84%、父は75%となっている。このことから、父母

と険悪な関係になっている女子高校生が少ないことも分かる。

二点目は、現代の女子高校生は会話や外出に関して、父親より母親

と密接な関係を築いているという点である。アンケートにおいて、会

話の頻度や外出の頻度をたずねた。その結果、女子高校生は父親より

母親との方が圧倒的に多く、会話・外出を行っていることが分かった。

三点目は、両親との上下関係において、父娘関係にのみ、自分（娘）

の方が上であるという意見が出たということである。自分と父母との

間に上下関係があると回答した人の内、母娘間は全員が「母親が上、

自分が下」と回答している。それに対し、父娘間では、2割ではある

が「自分が上、父親が下」という回答があった。

四点目は、父より母の方が身近な存在であることを示していたこと

がわかった。「両親に自分をどれだけさらけだしているか」という質

問で、「すべて」「ほとんど」と回答した割合は、母が8割であるのに

対し、父は5割程度であった。

次に、母娘関係、父娘関係、友達娘関係の三つの関係性の比較を行

う。この比較で分かったことは二点ある。

一点目は、父親よりも母親と友達に近い会話を行っているという点

である。母娘間、友達娘間の両方で、「学校での出来事」、「友人関係」、

「テレビ」などの項目が高くなっている。それに対して、父親との会

話内容は「勉強」の項目が最も高くなっている。そして「恋愛」「近

所の噂」の項目は回答数が0となっている。父娘間の会話内容はこう

した特徴的な分布となっている。

二点目は、娘にとって、母親は父親よりもふざけあえる身近な存在

であるという点である。「父、母、友達との間に、お互いにしか分か

らない共通の話題のようなものはありますか」という質問を設定し

た。そこで、共通の話題が「ある」という回答は、友達娘間、母娘間、

父娘間の順番で多かった。一方、「ない」という回答は、母娘間、友

達娘間、父娘間の順番で少なかった。

このことから、女子高校生にとって母親の方が父親より友達に近い

ことが分かる。

すなわち、母娘関係は友達のような関係であると言うことができ

る。

�®�¥�‘�`�<�È�¯�w�›�Ã

アンケート調査の後、「仲良し母娘」の定義付けのために、一般的

な母娘の娘、「仲良し母娘」の娘と思われる3名にインタビュー調査

を行った。

本調査では、家族、母親との親密度、「友達母娘」、母親以外の人と

の関係についての質問をした。

インタビューを行い、青年期の「仲良し母娘」の特徴を考察した。

一点目は、母親との親密度が高い点である。ここで言う親密度とは、

目に見えて分かる母と娘の仲の良さを指す。例えば、一緒に出かける

頻度や会話量の多少などである。「仲良し母娘」と「友達母娘」は、

一般的な母娘に比べ、この親密度が高い。

二点目は、一般的な母娘同様、将来の展望として自立を掲げている

という点である。これは、相互依存関係にある「友達母娘」とは異なる。

三点目は、一般的な母娘に比べ、母娘間で意見が一致しやすいとい

う点である。この特徴には、母娘の信頼関係や家庭環境が影響してい

ると考えられる。

�‡�q�Š

以上から、本稿での、青年期の「仲良し母娘」を定義する。現代の

青年期の母娘は、他の親子関係に比べ、友達のような関係を築いてい

る。中でも、青年期の「仲良し母娘」は母と娘で親密度が高い。また、

荒氏の言うように、母娘間でボーダーが引かれ、信頼（注4）関係を

築いている。そして、「友達母娘」とは異なり、子の将来の展望とし

て自立を掲げている。また、一般的な母娘に比べ、意見が一致しやす

いという特徴もある。以上が本稿での、青年期の「仲良し母娘」の定

義である。

【注】

1.山田昌弘　1999　『パラサイト・シングルの時代』　東京：筑摩書

房、178頁。

2.國吉知子　2015　「母と娘-その光と闇-」『女性学評論』　29号、

27-28頁。

3. 田中正　1993　「親子関係と自我の確立－青年期後期の女子を対

象として－」『名古屋文理短期大学紀要』　18号、7頁。

4.荒香帆里　2003　「家族　勘違いしてる友達親子̶仲良しはいい

けど」『アエラ』　16巻5号、53頁。

図1．アンケート結果「自分と他の人との間に共通の話題はあるか」／ copyright:
調査結果を基に筆者作成

148 149

卒業研究・作品卒業研究・作品



アニメーション作品における
自然な演技とは
-スタジオジブリ作品を中心に -

What Is a Natural Acting in Animation?
Focusing on the Studio Ghibli Works

寺澤 奈津美
Terasawa, Natsumi

文化マネジメントコース

要旨

　アニメーション作品における声の演技の「自然さ」を追究するため、

演技論や声の演技に関する見解をまとめ、その考えや演技法を基に実

例分析を行った。その結果、「自然さ」を感じる演技とは「演じてい

る役者自身の存在を感じない」演技であることを実証した。

　アニメーション作品は声を発する媒体が「画」であり、役者の身体

とは別物である。故に、役者自身の個性を重視する演技ではなく、役

柄に合わせた人物形成を重視する演技が「自然さ」を持った演技とし

てふさわしいと考えられる。

はじめに

　あるアニメーション作品を鑑賞している際、役者の演技に違和感を

覚えた。一方で、全く違和感を覚えない役者も存在する。このことか

ら私は、演技が違和感無く自然に聞こえるための演技法や条件がある

のではないか、と考えた。声の演技における自然さとは何か。その演

技がアニメーションにどのような影響を与えるのか。ある程度汎用性

のある答えを得るため、演技論等を参考に実例分析を行った。分析で

は、世代を超えた多くの日本人に愛されている作品であり、また、メ

インキャストに声優ではなく俳優を起用することによってリアルな演

技を追求しているスタジオジブリの劇場アニメーション作品を中心に

考察した。

　本研究における「自然な演技」の「自然」は、作品の世界観や、そ

の作品に登場するキャラクターにおいて日常的である、という意味で

ある。

声の演技とは

　「アニメーション作品における演技」即ち「声による演技」に関して、

ロシアの演出家スタニスラフスキーによる演技論『俳優修業』と、日

本の演劇やアニメに関する見解を基に考察を行った。

　『俳優修業』によると、「俳優というものはすべて、優れた物言いと

発音とを身につけなければいけないということ、彼は、フレイズや単

語ばかりではなく、一つ一つのシラブル〔音節〕、一つ一つの文字を

も意識しなければならないということである。（〔〕内筆者）」［スタニ

スラフスキイ 1975:125］、「肝心な点は、自分が単語をどう言うか

ということよりもむしろ、他人がそれをどう聞いて、吸収するかとい

うことの方にある。」［スタニスラフスキイ 1975:229］という。一

観客として作品を鑑賞している際、如何に心を響かせる台詞でも、俳

優の言い方がいい加減であれば、その良さが全く響いてこないことが

ある。早口であったりイントネーションに違和感があったりするだけ

でも、言っていることを理解するのに時間がかかり、話に置いて行か

れてしまう客もいる。演技云々以前に、伝える技術と努力は非常に重

要なことなのである。

　また、人物形成において、『俳優修業』には「俳優はすべて、［……］

自分をして役の『化身』となることを可能ならしめるような性格描写

を利用すべきである。」［スタニスラフスキイ 1975:45］とあり、役

者自身を軸としている。これに対し、高橋博は「ある人物だけが浮

彫されて俳優自身の存在が全然蔭にかくれてしまつた（旧字体は新

字体に改めた）」［高橋 1949:29］状態が最高の演技だと述べ、役柄

を軸とした人物形成を説いている。しかし、高橋自身が「如何に扮

装、動作が巧妙でも、声を通して聴いた刹那、その作中の人物より

も俳優自身を感ずる場合が多い。（旧字体は新字体に改めた）」［高橋 

1949:29］と述べているように、俳優自身の存在が完全に隠れるこ

とは無い。このことから、特に舞台演劇や実写のドラマでは、俳優の

個性が作中の人物を構成しているのではないか、と考えられる。では、

アニメーションにおいてはどうだろうか。

実例分析

　スタジオジブリの劇場アニメーション作品から9本、スタジオジブ

リ同様俳優をメインキャストに起用している他の劇場アニメーション

作品から3本を選び、作画・演技・演出の観点より声の演技の「自然

さ」に関して比較・考察を行った。

　スタジオジブリは、キャスティングと演技指導に関して、役者自身

の普段の声や話し方を求める傾向があり、「役者自身の個性を重視し

ている」印象がある。2008年公開の映画『崖の上のポニョ』にてヒ

図１．所が演じたフジモト／ copyright：宮崎駿監督、『崖の上のポニョ』、2009年。
©2008 二馬力・GNDHDDT
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ロインの父親・フジモトを演じたタレントの所ジョージの演技に関し

ては、フジモトの話し声を聞いた刹那に所の話し声としか聞こえなく

なり、役柄に集中出来なくなってしまう。故に、この演技傾向では起

用されたキャストが著名人である程その役者の存在を感じ易くなる。

しかしその分、観客が役柄に集中出来なくなるリスクが高まる。

　声の演技に違和感が生じる要因の一つは、人物の描写の度合いが作

画と声とで異なる場合である。所のように声を発した瞬間役者の存在

を感じてしまう件も交えると、描かれた身体と声を発している身体が

別物だと感じた際に違和感が生じていることがわかる。故に、「描か

れた身体から声を発している」と感じる際は、実際には異なる身体（役

者の身体）から発せられている声をそのキャラクターの声として認識

しているということになる。つまり、「キャラクターを一人の人物と

して認識した」場合は、違和感が生じないのである。

　2006年公開の映画『ゲド戦記』の特典DVDに収録されているキャ

ストインタビューにて、ハジア売り（ハジアは作中における麻薬）を

演じた俳優の内藤剛志が以下のように述べている。

　　 アテレコというのはね、やはりね、作り上げる作業だと思うんで

すよ。［……］ハジア売りっていう男と、それから、内藤ってい

う人と、が、一緒に役を作っている感じになってくる。これ不思

議な感覚なんですけどいつもそうなんですね。［……］画面の中

の人と僕と共同で一つのものを作り上げてるってイメージが凄く

強いですね。そこに監督が客観的に何かをおっしゃって、また二

人でこうやって微妙に調整していくって感じがするんです。僕

一人でやってる感じしないんですよ。一緒にやるって感じです

ね。（文字書き起こし筆者）［宮崎吾朗監督、『ゲド戦記　特別収

録版』、2007年。］

　映画を鑑賞している際、内藤の演技からは違和感を覚えなかった。

ハジア売りというキャラクターがそこに存在しているように感じたの

だ。その内藤の見解からは、描かれた身体に自身の演技を合わせてい

る印象が窺える。つまり、内藤自身としての話し方ではなく役柄とし

ての話し方を重視しているのである。

　これらのことから、アニメーション作品における違和感の無い「自

然な演技」とは、役者（声を発している身体）の個性を軸としたもの

ではなく、役柄（描かれた身体）を軸とした人物形成に基づくもので

あり、「演じている役者自身の存在を感じない」演技だと言える。

まとめ

　実写のドラマや映画、舞台演劇ならば、役者自身の身体を媒体とし

て役柄を演じなければならないため、スタニスラフスキーやスタジオ

ジブリのように役者自身を軸とした人物形成であるべきだろう。しか

し、アニメーションでは役柄の主な身体は画であり、役者が演じるの

は声のみである。即ち、声を発する媒体が役者の身体とは別に存在す

るのである。故に、主な身体となる画に声を合わせる、役柄を軸とし

た人物形成が適合するのだ。

［主要参考文献・URL］
○スタニスラフスキイ　1975年　『俳優修業　第二部』山田肇訳　東京：株
式会社未來社、478頁。

○高橋博　1949年　「聲の演技」『日本演劇』第7(6)号、28-30頁。
○宮崎駿　2009年 DVD 『崖の上のポニョ』、ウォルト・ディズニー・ジャパ
ン株式会社。

○「時間と空間をゆがめるのが特徴――ジブリ・鈴木敏夫氏が見る日本ア
ニメの現在と未来（後編）」『Business Media 誠』http://bizmakoto.jp/
makoto/articles/1011/26/news018.html（2014年12月8日アクセス。）

○宮崎吾朗　2007年 DVD 『ゲド戦記　特別収録版』、ブエナ・ビスタ・ホー
ム・エンターテイメント。
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現代の散村における名字と個人名
Family Name and First Name in Dispersed Settlement Today

二口 佳菜
Futakuchi, Kana

文化マネジメントコース

はじめに

　自分の名前が表わしているのは、本当に自分自身だけなのか。考え

てみると、自分の名字は生まれたイエ(注1）によって決まり、自分

の個人名（下の名前）もイエの家族によって、決められるものであ

る。このように、自分の名前を考える際、イエという存在が関係して

いるということが分かる。しかし、今日では自分の名前は「自分らし

さ」を表わすものと考えるほうが一般的であり、自分の名前に関係す

る「イエ」の存在が薄れつつある。そもそも普通に生活をしていて、

イエを意識することは、ほとんどない。というのもイエの在り方自体

が変化しているからではないのか。そこで本稿では、そうしたイエの

変化が人の名前に与えた影響について、考察する。

イエと人の名前

　社会生活の上では、自分と他を区別する必要がある。そこで、イエ

とイエを区別するために家名が名乗られるようになった。また、家名

は「名字」ともいわれ、もとは有力農民（のちの武士）が自らの支配

する土地を示し、一族を表わすものとして名乗ったことに由来してい

る。そのため、名字は武士の身分の象徴であり、多くの農民や商人

といった一般庶民は名字をもってはいたが公称できなかった（注2）。

よって、名字を公称できない人々は、個人名に、先祖や父の個人名の

一字を用いることや、そのまま先祖の個人名を受け継ぐことで、イエ

とイエを区別する家名としての役割を見出していた（注3）。このよ

うに人の名前の歴史をみると、名字、個人名には、「自分らしさ」で

はなく、「イエ」という存在が意識されていたのである。

散村の農家にみる、イエの変化

　けれども、今日では、自分の名前は「自分らしさ」を表わすものと

考えるほうが一般的である。では、これまで人の名前に意識されてき

たイエは現在、どうなっているのか。そこで、本稿では、そうした人

の名前に関わるイエの変化を、現在、散村（注4）で起こっている、

農家の農業離れにみることにした。散村の農家たちは、もともと家産

である田をもとに、家業である農業によって家族生活を営んできた。

しかし、現在の散村の農家というのは、第二種兼業農家（注5）がほ

とんどである。また、これまで個人の農家で行っていた農作業を、集

落営農という地域で行う農作業へと変化しているというのが散村の農

業の現状である。よって、こうした散村の農家のイエの変化（家産と

家業の関わり方の変化）がイエらしさを表わす家名、すなわち人の名

前に与える影響を明らかにするため、アンケート調査を行った。

アンケート調査結果

　そこで本稿では、富山県南
なん

砺
と

市
し

三
さん

清
きよ

東
ひがし

集落という集落営農を行っ

ている散村の農家（全戸が兼業農家）を対象に、アンケート調査を

行った。三清東集落の全戸数は53戸、そのうち農家数は43戸であ

る。そして、アンケート結果は回収できた27戸の農家の回答を集計

したものになる。

　はじめに、現在の散村の農家にとって、家産である田と、家業であ

る農業はどのような存在として考えられているのかを明らかにする。

そのため、設問では、「家産」と「家業」それぞれの位置づけを問う

ことにした。家産の位置づけとして、田は回答者にとって、イエの財

産か、三清東集落という地域の財産かという2択を、家業の位置づけ

として、農業は回答者にとって、イエで代々継承するものか、三清東

集落という地域で協力して継承するものかという2択から、それぞれ

回答してもらった。

　結果、「田は、イエの財産ではあるが、三清東集落という地域で協

力して継承していくもの」という回答が半数近くを占め、最も多かっ

た。このことから、散村の農家のイエにおける家産と家業の関わり方

は、家産である田に対する考え方に大きな変化はみられなかったが、

家業である農業の継承の仕方に対する考え方は、理想（家業としてイ

エで継承）と現実（地域の営みとして継承）の違いから、「イエ」と

「地域」の2つに分離しているということが明らかになった。そこで、

「イエ」と「地域」のどちらに農業の継承を位置づけるかという違いが、

名字、個人名という人の名前に、どのように影響を与えているのか分

析した。

　まず、名字について問うと、「イエ」に農業の継承を位置づける回

答者の9割が「名字は継承するべきもの」と回答し、名字は自分らし

さというより、イエを表わす家名と考えられ、名字の継承は望まれる

傾向があった。一方、「地域」に農業の継承を位置づける回答者は4

割以上が、「時と場合に応じて」名字の継承を考えると回答し、名字

の継承に対する考え方に柔軟性がみられるという結果になった。

　次に、個人名に関係するイエの存在（イエの継承やイエらしさを表

わす役割）について、回答者は自身の個人名に「イエを継ぐことへの

願い」が込められていると感じるか、回答者の次にイエの後継者とな

る予定の子供に「イエを継いでほしいという願い」を込めたかを問う

た。結果は、まず、回答者自身の個人名について、「イエ」に農業の

継承を位置づける回答者では6割、「地域」に農業の継承を位置づけ

る回答者では3割強が、自身の個人名に、イエを継ぐことへの願いを

感じているという結果になった。続いて、回答者の子供の個人名につ

いて、「イエ」に農業の継承を位置づける回答者では2割、「地域」に

農業の継承を位置づける回答者では3割が、子供の個人名に、イエを
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継いでほしいという願いを込めているという結果になった。このこ

とから、「イエ」に農業の継承を位置づけることは、個人名にイエを

継ぐことへの願いが表われることにつながっているということが分か

る。

　けれども、ここで注目したいのは、「イエ」に農業の継承を位置づ

ける回答者は、自身の個人名にはイエを継ぐことへの願いを感じてい

るという割合が6割にも上るが、回答者の子供の個人名にイエを継い

でほしいという願いを込めたという割合が2割へと大幅に減少してい

るということである。対する「地域」に農業の継承を位置づける回答

者と回答者の子供の個人名では、回答の割合にほとんど変化がみられ

なかった。このことから、「イエ」に農業の継承を位置づける回答者

自身は、イエを大切に思う気持ちが大きいが、それを子供に強いるこ

とはしていないということが分かる。回答者は超世代的なイエの継承

というより、現在の自分にできる範囲、方法でイエを大切に守り、回

答者の子供という次の世代にイエの継承をゆだねる姿勢をもっている

ということが考察できた。

まとめ

　散村の農家のイエの変化（家産と家業の関わり方の変化）は、農業

の継承の仕方に対する考え方を「イエ」と「地域」の2つに分離させ、

そのどちらに位置づけるかで、名字、個人名にイエを意識するか、し

ないかに影響していると考察できた。「イエ」に農業の継承を位置づ

ける場合は、名字の継承が望まれ、そのイエ、名字を継承していく回

答者は自身の個人名に、イエを継ぐことへの願いを感じる傾向があっ

た。一方、「地域」に農業の継承を位置づける場合は、名字の継承は、

時と場合に応じて考えるといった柔軟性がみられ、回答者も自身の個

人名にイエを継ぐことへの願いを感じることは少なかった。

　けれども、アンケート全体を通して、散村の農家にとって、イエは

現在も変わらず大切にされているものであるといえた。しかし、回答

者の子供の個人名に、イエを継いでほしいという願いを込めたかとい

う回答の結果からも分かるように、回答者の子供にはイエの継承を強

いることはしていなかった。また、回答者にとってのイエも、誰かに

強いられたというよりは、自身の意志にもとづいて大切に守っている

存在であり、イエの継承は義務的というより、次の世代にゆだねると

いった姿勢がみられた。

　そのため、散村の農家のイエの変化は、単なる農業離れではなく、

地域で「イエ(家産と家業)」を守って、次の世代につなげていく、

前向きな取り組みであるといえる。そして、こうした散村の農家のイ

エの変化と人の名前の関係という本稿のテーマの考察を通して、現代

の散村の農家は、農業離れという家族生活の面からみると変化はある

ものの、農業への関心の面からみると、個人に出来る範囲と方法で、

「イエ」に関わり続けていく、前向きさをもち続けているということ

を実感することが出来たのである。

【注】

1. イエは、家屋である建造物としての家と区別して、民俗学や農村

社会学の分野で、生活の場や労働の場における共同体の分析に用い

られる用語である。イエは、家産をもとに家業を営むことで生計を

立て、家族生活の基盤となる。また、そうした家族が、祖先から子

孫まで超世代的につながっていくことで形成されていく。そして、

そのイエの継承、イエらしさを象徴しているものが家名である。

2. 奥富敬之1999『日本人の名前の歴史』東京:新人物往来社、

167-168頁。

3. 上野和男2006『名前と社会―名づけの家族史―[新装版]』東京:

早稲田大学出版部、19-20頁。

4. 家屋が散在している集落形態。農家が家屋のまわりに耕作管理す

る水田をもち、農業を中心とした家族生活によって形成された。

5. 兼業所得の方が農業所得よりも多い兼業農家。

［主要参考文献］
○森岡浩2011『決定版！富山県の名字』石川:北國新聞社、富山新聞社、282頁。
○砺波市立砺波散村地域研究所2010『砺波平野の散村「改訂版」』富山:砺波
市立砺波散村地域研究所、58頁。
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文化政策と文化財の抱える課題への提案
-金石大野湊神社夏季大祭を例に -

The Proposals for The Problems of Cultural Policies and Cultural Heritage
:A case Study of Summer Grand Festival at Kanaiwa Ono Minato Shrine

葭野 絢香
Yoshino, Ayaka

文化マネジメントコース

はじめに

　この論文では金石大野湊神社夏季大祭を例に、夏季大祭と金沢市の

文化政策の課題をそれぞれ挙げ、解決策を提案することを目的とす

る。石川県金沢市金石は金沢市の北西に位置する海沿いの地域であ

る。そこには大野湊神社があり、毎年8月最初の金土日に夏季大祭が

行われる。この金石の夏を代表する大きな祭りが平成23年に金沢市

の無形民俗文化財に指定された。このことを受け、私は金沢市の行っ

ている文化政策と文化財について興味を持った。

　昨今、伝統芸能や伝統技術といった無形民俗文化は担い手が減って

いき、消滅の危機にあるものも少なくない。一方、金沢市では世界都

市構想を基本構想としている。その構想の方針のひとつに金沢のもつ

歴史・文化・自然を金沢市の資産として残すことが含まれている。し

かし、金沢市の行っている文化政策では市の中心部にあたる旧金沢城

下町の事業が多く、周辺部の金石まで十分に及んでいない。ゆえに、

この構想に基づいて行われている文化政策の中で金石大野湊神社夏季

大祭が活用される政策事業を提案する。

大野湊神社夏季大祭

　金石は昔宮腰と呼ばれていた港町である。この港は加賀藩の流通拠

点であった。加賀藩の藩政期には金石から金沢城下町まで金石往還と

いうまっすぐな道が作られ、この道が港から城までの通路となってい

た。大野湊神社は金石に古くからある神社である。夏季大祭では前日

の木曜日に神還し神事が行われ、初日金曜日に神輿が神社を出発す

る。神社から金石往還に至るまでは神輿のみであるが、金石往還につ

くと曳山、太鼓台、悪魔払い、子供奴、獅子舞など金石に伝わる伝統

芸能が行列を作り、待機している。神輿を加えた行列は、海の近くに

ある仮殿まで行く。行きのルートは決まっており、毎年変わることは

ない。地元の人は神輿が家の前に来ると塩をまいてお迎えする。行列

の後は仮殿で祈願が行われ、悪魔祓いや子供奴など一部は町内を回

る。中日には海上で大漁祈願祭が行われる。最終日の日曜日に再び行

列をつくり、本殿までお返しする。お返しの際には初日とは異なり、

ルートは毎回変わる。また、最終日のみ金石往還に作られるお祭り広

場という歩行者天国でも演舞は行われる。

　伝統芸能は担い手が減少している、というのが一般的に言われてい

ることであり、大野湊神社夏季大祭もその傾向にある。金沢市が平成

21年に行ったアンケートによると、町民が参加人数の減少を課題と

考えていることがわかった。現在でもその課題は解決されていない。

というのも、この町では祭りで使われる曳山・太鼓台は金石の各町会

で管理している。当日は主に各々の町会の子どもが曳くのだが、人数

が少なく大人が曳いている町会、曳く人数が集まらなくて参加してい

ない町会がある。今後も数が減っていくことが危惧される。

金沢市の行っている政策

　金沢市は、世界都市構想を目指している。この構想の中には金沢固

有の自然や歴史、文化を礎にしながら金沢の持つ資源を生かすことも

方針となっている。そのために文化、伝統の分野で、美しいまち金沢

を目指す政策が行われている。

　金沢市は、文化庁らが共管で制定した地域における「歴史的風致の

維持及び向上に関する法律（歴史まちづくり法）」に基づいて制作さ

れた歴史的風致維持向上計画の認定を第1回目に受けた都市のひとつ

である。この歴史的風致維持向上計画とは、歴史的風致という「地域
写真1　平成26年 8月 1日撮影。
行列後、仮殿前で行われる通町の獅子舞の演舞の様子。

写真2　平成26年 8月 3日撮影。
帰りのルート途中で寄る秋葉神社前で行われる悪魔祓いの演舞の様子。
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におけるその固有の歴史及び伝統を反映した人々の活動とその活動が

行われる歴史上価値の高い建造物及びその周辺の市街地とが一体と

なって形成してきた良好な市街地の環境」を維持向上して行くという

計画である。この歴史的風致の指す良好な市街地の環境に計画の中で

金石の地区も位置づけられており、金石地区の固有の歴史、文化、人々

の活動を持つ大野湊神社夏季大祭も計画内の示す環境に含まれている

と本論では考えている。

　また、文化財を活用した計画として金沢市歴史遺産保存活用マス

タープランがある。歴史的風致維持向上計画の調査で金沢の中心地で

ある金沢城下以外にも多くの歴史文化自然が残されていることが明ら

かになった。このマスタープランは、市全体の歴史遺産や関連文化財

を包括的に保存管理するための指針となっている。その中で金石地域

は水辺の街並み、歴史遺産の地域として取り上げられている。

　現在、金沢市では歴史的風致維持向上計画の重点区域を設定し、そ

こを中心とした事業を行っている。重点区域は旧城下町及び市街地背

景の台地・丘陵の一部とし、金石は含まれていない。そして、包括的

に事業を行うマスタープランでも金石に関して積極的に行われている

事業が少ないという点が課題である。

亀山市の事例

　本論では、歴史的風致維持向上計画の認定を同時期に受けた都市の

中で同じく市指定無形民俗文化財にまつりが指定されている都市を比

較対象に選んだ。それが、市指定無形民俗文化財に関町の関の山車ま

つりがある三重県亀山市である。亀山市関町は市の中心地よりも西に

位置している。亀山市には東海道が通っており、沿道に旧宿場町も多

い。関町も旧宿場町のひとつである。

　歴史的風致維持向上計画では重要伝統的建造物郡保存地区に選定さ

れている関宿を中心とした東海道沿道を重点区域とした。その中でも

関の山車祭りに関する具体的な事業内容は、学校等で伝承活動を行っ

たり、年に一度、関の山車まつりでしか曳かなかったものを街道まつ

りという祭りでも曳くようにし参加者の増加に繋げたりすることであ

る。

　亀山市には歴史的風致維持向上計画のほかにも文化に関する計画が

ある。文化振興ビジョンでは「文化力」という文化がもたらす力を幅

広い政策分野に取り入れ、まちづくりを行うというものである。この

ビジョンは文化による交流、個性を生かした魅力あるまちづくり、次

世代への継承が謳われている。また、基本構想のひとつである東海道

歴史文化回廊では東海道沿いにストーリーやエリアなどを設置し、交

流の場や歴史・文化財への理解を深める働きをしている。

比較

　相違点として、重点地区かそうでないかが上げられる。金石大野湊

神社地区は維持向上すべき歴史的風致に含まれているが重点区域では

ない。それに対して、関町は重点地区である。金沢市の方でも取り上

げられる地域のひとつとして挙がっているが、金沢市が最も優先し、

重要視しているのは国指定文化財等が集中している城下町金沢があっ

た中心地及び金沢城近辺を「核」とした周囲地域である。一方、亀山

市が重要視しているのは東海道という「道」の周辺地域である。

　また、亀山市では行政と市民が一体となって文化について考えてい

ることがわかった。事業では市民に文化財についてより深く理解でき

るよう、ハードとソフトの面から計画が進行している。

まとめ

　金石の大野湊神社夏季大祭は大規模な祭りであり、その内容は金沢

市が求める歴史的風致の良好な環境を含んでいる。しかし、重点区域

の範囲外に金石は存在している。そのため、金沢市では市指定文化財

の他に特別な方法を持っていないという事がわかった。

　亀山市の例では行政の政策によって消滅した文化を伝承し復活させ

たことや参加者の増加という点が挙げられる。亀山市では市民が市の

歴史や文化に触れ、理解が深まるような計画が行われ、市民に自身の

市の文化や伝統が価値のあるものであることを示している。ゆえに、

市民が文化財を身近な存在として自ら守り伝えていくようになること

ができているのではないかと考えている。

　金沢市の今後の政策として、「繋がり」によって構成される事業を

考える。無形民俗文化財として今後も変わりなく大野湊神社夏季大祭

を続けていくためには町民が祭りに関心を持つか持たないかにある。

地域の重要な歴史遺産として理解し、文化財としての価値を認識し、

大野湊神社に対する変わらない信仰心を持つことが祭りを続けていく

上で必要になる。そのためには、金沢市と地域の人の協力が必要に

なってくる。

［主要参考文献］
○中崎善治郎『金石町誌』株式会社文献出版、1980年
○金沢市史編さん委員会編『金沢市史　資料編14　民俗』金沢市、2001年
○金沢市歴史的風致維持向上計画
　http://www4.city.kanazawa.lg.jp/11201/rekishitoshi/fuuti.html
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ボランティアから見た音楽祭
-ワールドミュージックフェスティバル SUKIYAKI MEETS THE WORLDを例に -

Music Festival from Perspective of the Volunteers
A Case Study of World Music Festival SUKIYAKI MEETS THE WORLD

菊川 ありさ
Kikukawa, Arisa

文化マネジメントコース

はじめに

　本論文では、SUKIYAKI MEETS THE WORLDを例にボランティア

と音楽祭のよい関係について明らかにする。

　近年、日本全国で音楽祭は数多く開催され、その数はさらに増加す

る傾向がある。そして音楽祭の開催に当たってボランティアスタッフ

を募集するものも多く、ボランティアスタッフの存在はなくてはなら

ないものになっている。

　2013年8月、私はSUKIYAKI MEETS THE WORLDというワール

ドミュージックの音楽祭にボランティアスタッフとして参加した。そ

の際、音楽祭には、ボランティアが音楽祭を支え、ボランティア自身

も音楽祭を楽しんでいるという雰囲気があった。そこで、24年間続

いているSUKIYAKI MEETS THE WORLD（以下、スキヤキ）には音

楽祭とボランティアのよい関係があるのではないかと考え、本論文の

事例とした。

ボランティアと音楽祭

　ボランティアの中でも文化芸術に関するボランティアについては文

化ボランティアと呼ばれる。文化庁によると「文化芸術に自ら親しむ

とともに，他の人が親しむのに役立ったり，お手伝いするようなボラ

ンティア活動」としている。スキヤキのボランティアも文化ボラン

ティアと分類することができる。

　文化ボランティアは、自分の関心のない芸術分野での活躍を希望す

ることは少なく、参加することで得られるものを期待して参加してい

るといえる。音楽祭のボランティアであればステージを見ることや

アーティストとの交流を求める直接的なもの、イベントの運営、裏方

に興味がある、音楽について深く知りたいという間接的なもの、多く

の人と交流したいという交流を求めるもの、音楽祭という場が好きと

いう非日常空間の体験を求めるものなどである。そのような文化ボラ

ンティアには行動そのものが楽しいということが参加継続のカギと

なっている。

　音楽祭のボランティアについて先行研究では文化政策、協働などの

論点で扱われることが多かった。本論文では文化ボランティアの特徴

を踏まえボランティアから音楽祭を見ることとする。

地域の文化を創造する
SUKIYAKI MEETS THE WORLD

　スキヤキの行われる南砺市は富山県の南西部に位置し、2004年に

それぞれに個性あふれる8町村（城端町、平村、上平村、利賀村、井

波町、井口村、福野町、福光町）が合併してできた市である。緑の溢

れる地域で、多くの文化が今も受け継がれ発展し、平成22年度文化

庁長官表彰文化芸術創造都市部門を受賞している。スキヤキは合併前

の福野町で誕生し合併後も続けられている南砺市の名物行事のひとつ

である。

　スキヤキは南砺市の福野文化創造センターヘリオスで行われる。毎

年8月末の金土日の3日間行われ、1万人を動員する。1991年から

始まり2014年で24回目の開催を迎えた。

　スキヤキの目的は音楽を通した異文化交流である。また、その異文

化交流から新しい音楽文化を創造し、南砺市の文化として発信するこ

とを目指している。そのため毎年、交流を目的とした様々なプログラ

ムが企画されている。出演アーティストの国の文化などを知ることの

できるシンポジウムやインタビュー、本物の楽器を触り練習するワー

クショップなど実際にアーティストから話を聞いたり、教わったりす

ることができる。

　また、これまでにスキヤキから6つの市民楽団（スティールドラ

ムの〈スキヤキ・スティール・オーケストラ(SSO)〉、福野小学校ス

ティールドラムクラブ〈気分はカリビアン〉、打楽器の〈サラマレク

ム！〉、韓国打楽器グループ〈サルムノリ・シグ！〉、親指ピアノの〈ス

キヤキ親指ポロリンズ（SOP）〉、ブラジル打楽器の〈トゥーマラッ

カ〉）が誕生している。市民楽団の活躍は、スキヤキが行ってきたワー

クショップや実行委員会が購入、配置した福野小学校のスティールパ

ン一式を通して異文化交流が浸透していった証拠である。異文化と交

流する日常を作ってきたことが実を結び、そこから新たに文化を発信

できる土壌が育っているのである。

写真１　ブラジル打楽器〈マラカトゥ〉のワークショップの様子／ http://www.
sukiyaki.cc/wp-content/uploads/2012/04/SUKIYAKI2013-OFF-0067.jpg 
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ボランティアから見た
SUKIYAKI MEETS THE WORLD

　スキヤキはスキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド実行委員会が運営す

る。事務局を担当するヘリオス事務局の職員を除き、スタッフはすべ

てボランティアである。ボランティアの活動に取り組む形としては大

きく２つに分けられる。実行委員会の中のスキヤキ制作部に所属し役

職（実行委員長、副実行委員長、正副班長、広報など）をもって運営

に深くかかわる人と事前の広報活動や会期中のみ参加する人である。

ボランティアは当日には200人以上が参加する。

　ボランティアは9班に分かれて活動する。図1には10班あるが、

パレード班はほぼ商工会青年部で構成されているため含めていない。

図１　スキヤキ・ミーツ・ザ・ワールド実行委員会組織図／資料を基に筆者が作成

　私は今回第24回のスキヤキにボランティアスタッフとして参加し

た。アーティストの会場間の移動などを手伝うランナー班の仕事を

行った。そこからスキヤキのボランティアスタッフも仕事をしながら

音楽祭を楽しむという雰囲気には、次のような点が寄与していると考

えた。

1、班で構成された組織

　　 急な変更が発生しても班分けされていることで班長からさらに班

の人に仕事を分けられる。何百人のスタッフの中でまず同じ班の

人と仲良くなれる。仕事や何百人のスタッフの中での立ち位置が

はっきりしていることで、他の人との交流しやすさにつながって

いる。

2、全体会、新人研修会などの開催

　　 新人研修会はスキヤキの目的やイベントの構成、今までの実績な

どの説明がある。全体会は新人スタッフ向け研修会の参加者に加

え、スタッフへの参加が2回目以降の人たちが参加し、プログラ

ムやタイムテーブル、出演者など今年のスキヤキについての説明

がある。イベントの内容を共有すること、どのような人がやって

いるか分かること、実際に活動する班に分かれることがボラン

ティアに参加し、音楽祭を支える実感がわく働きをしている。

3、実行委員による反省会や班長会

　　 実行委員や班長同士のコミュニケーションがしっかり取れてい

る。その他のボランティアが頼りにできる体制がある。

4、様々な人との交流

　　 アーティストの人たちとの交流もあるが、スタッフ同士での交流

の機会が多く、日常では関わりのない年齢や職業の人と話せるの

は非日常で楽しい体験である。

5、実行委員やベテランスタッフの雰囲気

　　 滞りなく運営したいという班長の強い思いが伝わってくる。実行

委員やベテランスタッフの意欲的な姿がスキヤキの楽しい雰囲気

に寄与している。

6、人材の育成

　　 ヘリオスにはヘリオスクルー、フェイスというホールボランティ

アを育成する制度があり、それをきっかけにスキヤキへ参加する

ようになった人も多くいる。知識を持った人材が参加する仕組み

がある。

おわりに

　ボランティアが音楽祭に求めている要素を与え、ボランティアもそ

れによって高いモチベーションで取り組むという循環をしているスキ

ヤキはボランティアとよい関係を築いているといえる。

　また、スキヤキに多くのボランティアが集まるのは、スキヤキが開

催自体を目的にしているのではなく、異文化交流という大きな目的を

掲げて開催しているところにポイントがある。異文化交流という目的

から違う国の音楽や文化との交流はもちろんだが、その交流を果たす

ためには音楽祭を動かす組織自体の交流やコミュニケーションがうま

くいっていなければ成し遂げられないものだ。このような音楽祭自体

が作り出す雰囲気が人を集め、次回以降も参加したいと思わせる要因

なのではないかと考えられる。

　音楽祭のボランティアは人手を補うために使われるという形では、

満足を得られない。そのような状態が続くとボランティアが集まらな

くなり、音楽祭自体が続かなくなるということにつながることも考え

られる。ボランティアと協力し音楽祭を作るという雰囲気ができると

音楽祭にとってもボランティアにとってもよい関係が築けるだろう。

［主要参考文献］
○SUKIYAKI MEETS THE WORLDホームページ http://www.sukiyaki.cc/
○壬生千恵子「音楽イベントにおける文化ボランティアに関する一考察」『音
楽芸術マネジメント』第5号、2013年、103-108頁。
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お笑い芸人の歴史と現状
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文化マネジメントコース
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　今テレビをつけると、ほとんどの番組にはお笑い芸人が出演してい
る。彼らが出ていない番組を見つけることの方が難しいほど、その存
在は確固たるものとなっている。芸能界という厳しく思われる業界の
中で、その存在感を持っているお笑い芸人に私は興味を持った。彼ら
の歴史と現状を考える。
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　芸人とは芸道に巧みで、多芸な人を指す。また俳優や落語家などの
芸能や演芸を職業とする人を指している。
　現在では「お笑い」を職業にしている人を芸人と呼ぶことが一般的
である。お笑いとは演芸場で演じられる落語、浪曲、講談といった話
芸から発生した伝統芸能と話芸に体技を加えた漫才、漫談、コントと
いったものの総称である。 一般に言われる「笑い」と「お笑い」の
差はどこにあるのかというと、「笑い」は広義の者で行動や様子を表
し、「お笑い」は狭義であり一つの芸能を指すということになる。こ
の芸能が行う芸を「お笑い芸」と呼び、それを行う芸人を「お笑い芸
人」と呼ぶ。
　そのためお笑い芸人とは人を笑わせることを目的とした芸、「お笑
い」を職業としている人々、漫才あるいはコントを中心に行っている
人々の総称であると本論では考える。
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　歴史の中で吉本興業は大きな影響を与えたプロダクションである。
その創設の歴史はほとんど芸人の歴史といっても過言ではない。
　吉本興業株式会社は1912年に吉本吉兵衛・せい夫婦が始めた日本
で最も古い芸能プロダクションである。大阪で寄席経営を始めた夫妻
は、1932年には落語・漫才・漫談・奇術などあらゆる芸を扱う芸能
プロダクションへとその規模を拡大していった。その後戦争により事
業を縮小したが、戦後はテレビ隆盛に乗る形で再び興業を開始した。
2000年には東京に本社を移し、芸人養成所を開設するといった活動
をしている。現在はライブを行うための劇場を7つ、1000人を超え
る芸人を抱える巨大なプロダクションへ成長している。
　さてお笑いの歴史で、お笑い芸人がメディアに多数登場し人気を獲
得するブームが何度か起こっている。こうしたブームの中で求められ
るお笑い芸があり、それぞれのブームの芸人を「お笑い第○世代」と
区分けすることもある。
　お笑い第一世代と呼ばれる最初のブームが演芸ブームである。こ

れは1953年にテレビ放送をNHKが開始したことにより、重要なメ
ディアがラジオからテレビへと変化したことに由来する。このブーム
の中で人気となったのは落語家のような寄席に出ていた芸人たちであ
り、漫才師から奇術師まで様々な芸を行う芸人たちがブームを作り上
げていた。
　次にブームとなったのが漫才である。特に1980年に始まった
「THE MANZAI（フジテレビ）」という番組をきっかけとして爆発的
ブームになった。この世代の芸人をお笑い第二世代と呼ぶ。このブー
ムで中心となったのは漫才であった。この番組は当初予想されなかっ
たほどの高視聴率を獲得し、ブームの予兆を感じさせた。
　第三世代は1980年代後期に入ったころの、深夜バラエティを発端
としたブームである。視聴者は若年層が多く、またテレビ局の狙いも
若者に向けられていた。この時期は漫才などの演芸ではない、バラエ
ティとしてのお笑いブームだったと言える。お笑い芸を見せる番組よ
りも、フリートークやリアクションなどが求められるようになってい
た。
　第四世代はお笑い芸を行う番組の再来による、若手芸人を中心とし
たブームである。その始まりは1999年に「爆笑オンエアバトル」が
スタートしたことによる。これによって再びお笑い芸を行う番組が作
られるようになっていった。
　そして現在に至ると芸人、お笑い芸の種類も増え、スタイルも変
わってきている。特徴としてこれまでの芸人の正統派と考えられる漫
才やコントではない、独自のスタイルを作り上げる芸人が出現してい
る。
　こうしたブームにも吉本興業は関わっている。ブームに合わせて芸
人を売り込んでいったのである。テレビ局と共同で番組制作を行うこ
ともあった。また後述の養成所を開校し芸人を育成することを手掛け
るといった活動もあり、吉本興業は規模を大きくしていったのであ
る。
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　お笑い芸人の現状においてまず一つの大きな変化と言えば、お笑い
芸人になる過程をシステム化したことがある。芸人という職に就くた
めには、以前までは特定の師匠と呼ばれるお笑い芸人に弟子入りし、
修業する必要があった。しかし1982年に吉本興業が開設したNSC
という養成学校の登場によって大きく変化した。弟子入りではなく、
養成学校や直接プロダクションに入るやり方が現在の主流である。
　これによってお笑い芸人志望者が得られた恩恵は、デビューにかか
る時間の短縮である。師弟制度においてのデビューにかかる期間は長
く、4年ほど必要であったが養成所は1年でのデビューが可能であり、

������

卒業研究・作品



更にはその養成所に通っている期間でもメディアへの出演が可能で
あったりする。
　この養成所というシステムが台頭することによって、お笑い芸人を
多数生み出すことができる状態になった。
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　お笑い芸人が高い知名度と収入を得られるようになることを「売れ
る」と表現することがある。この「売れる」ための基本的な順序はお
笑いライブに出演しながら、オーディションを受けテレビ出演を果た
し、全国的な人気を得ていくというものである。この出演するテレビ
番組も様々である。お笑い芸を披露する番組、漫才やコントのコンテ
スト番組などがある。特にコンテスト番組においては優勝によって一
夜にして知名度と名声を得ることができ、売れることに関して強い力
を持っている番組であった。これらのテレビ出演においてはお笑い芸
の出来によって決まることが多い。
　テレビ出演が売れるため必須である理由として、収入の違いがあ
る。テレビ番組にレギュラーを持ち様々な番組に出演している芸人
と、お笑いライブを主に活動の場としている芸人では収入が倍以上
違っているのである。
　しかし最近では、お笑い芸以外でのテレビ出演をするお笑い芸人た
ちがいる。高学歴であることを生かしてのクイズ番組や、容姿の良さ、
あるいはハーフであるという生い立ちと見た目を取り上げられること
や、お笑い芸以外の一芸、歌が上手いことやスポーツといったことを
取り上げられることもある。トークスキルもその一つで、話が上手け
ればバラエティ番組への出演が可能となる。
　また最近ではライブやテレビ以外のメディアも発達している。イン
ターネットによる動画配信、ブログ等がある。特に動画配信において
はプロダクションが公式で手掛けるものとお笑い芸人が独自に行うも
のがあり、盛んになっている。こうした方法で人気を獲得していくこ
とができる環境が整ったといえるだろう。
　テレビ出演が売れることへのカギとなること自体に変わりはない
が、そこへ至る方法が増えてきたと言える。しかしコンテスト番組の
力も衰えてきているというのが現状である。優勝によって一躍スター
になることができていた以前と比べ、現在では知名度は得られるもの
の長期的なレギュラーを持つことができないことが多い。またネタ番
組の終了といった陰りも見られ、売れることは難しいと言える。
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　養成所というシステムによって増加したお笑い芸人たちは、これか
らより厳しい生き残りをかけた戦いをしていかなければならない。そ
の中で何を自分たちの武器として磨いていくかがポイントになってい
くのではないだろうか。
　お笑い芸人たちは今、何が求められているのかを察知していく必
要があるだろう。漫才やコントのようなお笑い芸を売りにするのか、
トークスキルなのか、トークの内容も自分の経験した出来事、経歴、
詳しいもの、種類は様々である。お笑い芸以外の引き出しを出来る限
り増やしていくことで、メディアへの出演の可能性は広がっていく。
考え方を変えればこれは、売れる手段が増えてきたということであ
る。お笑い芸以外にも様々なことがメディアに求められるようになっ
てきており、どんなものでも思いがけない形で売りにできることがあ
るかもしれない。
　このような現状を考えると、未だ日の目を見ないお笑い芸人たちも
売れるチャンスを掴む術はあるのではないだろうか。
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ベストセラー書籍の帯における
キャッチコピーの変遷
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　本論の目的はベストセラー書籍の帯のキャッチコピー・掲載文が現
在に至るまでにどのような変化を遂げているか――「ベストセラー書
籍の帯のキャッチコピー・掲載文は年別に体系化できる」「ベストセ
ラー書籍の帯のキャッチコピー・掲載文は、現在に近づくにつれ過激
になっている」という仮説を基に検証し、これを明らかにすること
である。検証対象は株式会社トーハンが発表している2000年から
2012年までの各年のベストセラー書籍上位20位から本論の検証に
適切とみなした122冊の帯の 表表紙面の掲載文である。
　書籍の帯は書籍の表紙や外箱に衣類の帯のように巻かれている印刷
物で、書籍の購読を促すものである。書籍の帯には著者名、内容紹介、
宣伝文句、有名人の讃辞や推薦の言葉、評判などが記されるほか、部
数突破、他メディア化、著者のメディア出演などが掲載される。書籍
の帯は、改刷・更新される性質を持つ。書籍の帯のキャッチコピー・
掲載文は改刷・更新される中で書籍の内容・イメージが文学賞受賞・
他メディア化などの「実績」へと移行する。内容・イメージから実績
に移行すると、キャッチコピー・掲載文は簡略化され、文字数は減少
傾向にある。また体言止めが多くなり、感嘆符が増加して、総じて即
物的になる。これより1冊のベストセラー書籍においては、「ベスト
セラー書籍の帯のキャッチコピー・掲載文は、現在に近づくにつれ過
激になっている」と言える。
　2000年から2012年までのベストセラー書籍の初刷帯のキャッチ
コピー・掲載文は年毎に特徴がある。2000年は対照的で、2001年
は最も目立つキャッチコピーは言い切り型で感嘆符がつく。2002年
の実用書は提案・提供するような、文学は回想的である。2003年は
非敬語、2004年のノンフィクション・実用書は直訴型・脅迫型、文
学は未完結性という特徴を持つ。2005年は3拍子系、2006年は実
績重視、2007年は体言止め・言い切り型が多かった。2008年は書
籍のイメージに忠実で口語的、2009年は字数が少なく断定的、2010
年は推薦文や感想が多い。2011年は書籍に関する人間とそのイメー
ジを掲載しており、2012年は言い切り型で強調表現を用いている。
これより「ベストセラー書籍のキャッチコピー・掲載文の帯は年別に
体系化できる」ということがわかった。しかしそれぞれの特徴を考察
すると、「ベストセラー書籍の帯のキャッチコピー・掲載文は、現在に
近づくにつれ過激になっている」と言えないこともわかった。
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　書店の店頭に積まれているベストセラー書籍の帯は、現在にかけて
配色が派手になり、体言止めや感嘆符を多用し、即物的で、読者に過

激に訴えているような印象を受けた。これより、ベストセラー書籍の
帯の掲載文は現在に至るまでどのような変化を遂げているのか―
「ベストセラー書籍のキャッチコピー・掲載文の帯は年別に体系化で
きる」「ベストセラー書籍の帯のキャッチコピー・掲載文は、現在に
近づくにつれ過激になっている」という仮説を基に検証し、これを明
らかにすることが本論の目的である。検証対象は株式会社トーハンが
発表している、全国で読書推奨キャンペーンや講演会が実施された
2000年から2012年までのベストセラー書籍上位20位から本論に
適切とみなした122冊の帯の、平台に積まれたときに見える 表表紙
面の掲載文である。
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　書籍の帯は書籍の表紙や外箱に帯のように巻かれている印刷物で、
そこには著者名や内容、宣伝文句、推薦の言葉が記されており、書籍
の購読を促すものである。書籍の帯は装丁の一とされるが、書籍の構
成要素ではなく、付属品である。書籍の帯は書籍のタテ幅より小さく
作られる。書籍の帯は破れやすく、大概は縦に裂ける。書籍の帯がな
くとも書籍そのものが不良品とされるわけではないので、書店では書
籍の品質を悪く見せないために破損した帯はすぐ取り払われる。現在
では帯付きの書籍が定着し、書籍の帯はブックデザインを踏まえて考
えられる。
　ベストセラー書籍の帯は書籍の購読を促すため、文学賞受賞、部数
突破、映画・ドラマ・アニメ・漫画化などの他メディア化告知、著者
のメディア出演などを掲載する場合が多い。ベストセラー書籍の帯は
改刷・更新される性質を持つ。ベストセラー書籍の帯のキャッチコ
ピー・掲載文は改刷・更新される中で書籍の内容・イメージが文学賞
受賞・他メディア化などの「実績」へと移行する。内容・イメージか
ら実績に移行すると、キャッチコピー・掲載文は簡略化され、文字数
は減少傾向にある。また体言止めが多くなり、感嘆符が増加し、総じ
て即物的になる。これより1冊のベストセラー書籍においては、「ベ
ストセラー書籍の帯のキャッチコピー・掲載文は、現在に近づくにつ
れ過激になっている」と言える。
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　本章では子ども読書年として全国で読書推奨キャンペーンや講演会
が実施された2000年から2012年までのベストセラー書籍の初刷
帯のキャッチコピー・掲載文はどのように変化しているのかを「ベス
トセラー書籍のキャッチコピー・掲載文の帯は年別に体系化できる」
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「ベストセラー書籍の初刷帯のキャッチコピー・掲載文は2000年か
ら2012年にかけて右肩上がりで過激になっている」と仮説を立て、
検証していく。検証対象は株式会社トーハンが発表している2000
年から2012年までの各年間ベストセラー総合部門20位260冊か
ら本論の検証に適切とみなした122冊の初刷帯の、平台に積まれた
ときに見える表表紙面の掲載文である（ゲーム攻略本、アイテムや
DVD・CDが付録されている書籍、また販売形態の異なる一部の宗教
団体関連書は本論の検証に不適切とみなし除外する。また上下巻、ナ
ンバリングされているものは上巻・第1巻のみを検証する。
　2000年から2012年までのベストセラー書籍の初刷帯のキャッチ
コピー・掲載文は年毎に特徴がある。
　2000年は対照法を用いているという特徴を持つ。
　2001年は最も目立つキャッチコピーは言い切り型で感嘆符が付
き、また上位20位に入った翻訳本は全て「全米で」「ベストセラー」
という実績が付く。
　2002年の実用書には提案・提供するようなキャッチコピーが、
フィクション・エッセイ・ドキュメントノベルには回想的なキャッチ
コピーが多かった。
　2003年は検証対象の7冊のうち1冊の帯の1文を除き非敬語であ
る。
　2004年のノンフィクション・実用書は表現が直接的で、直訴型・
脅迫型キャッチコピーが目立つ。一方、フィクション・小説は三点リー
ダとダッシュが多く用いられ、未完結性という特徴を持つ。
　2005年は検証対象の9冊のうち8冊が3拍子系のキャッチコピー
を採用している。
　2006年は体言止めで感嘆符を多用し、著者や書籍の実績を強く打
ち出している。また指南書が多いため、書籍の帯のキャッチコピー・
掲載文にも指南性が目立つ。
　2007年は体言止め・言い切り型が多い。
　2008年は書籍のイメージに忠実で口語的であるという特徴を持
つ。
　2009年は字数が少なく断定的である。
　2010年は権威・有名人・専門家・読者の推薦文や感想が多い。
　2011年は帯の多くに書籍に関する人間とそのイメージを掲載して
いる。
　2012年は言い切り型で強調表現を用いている。
　これより「ベストセラー書籍のキャッチコピー・掲載文の帯は年別
に体系化できる」ということがわかった。しかしこれらの特徴に連続
性は見られず、「ベストセラー書籍の初刷帯のキャッチコピー・掲載
文は2000年から2012年にかけて右肩上がりで過激になっている」
と言えないこともわかった。
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　ベストセラー書籍の初刷帯のキャッチコピー・掲載文は年毎に特徴
がある。また、2001年の翻訳本は「全米で」「ベストセラー」とい
う実績が付く。2002年の実用書には提案・提供するようなキャッチ
コピーが多い。また2002年のフィクション・エッセイ・ドキュメン
トノベルは回想的なキャッチコピーが用いられている。2004年のノ
ンフィクション・実用書には直訴型・脅迫型、フィクション・小説は
未完結性という特徴を持つ。2007年の書籍化ケータイ小説には「運
命」の単語が入る。このようにベストセラー書籍の初刷帯は実用書・
文学・エッセイ・書籍化ケータイ小説・翻訳本などジャンルによって
更に特徴が細かく分かれることがわかった。ベストセラー書籍は各年
でその時勢に沿う、あるいは時勢をつくる流行のジャンルがあり、そ
の書籍の帯のキャッチコピー・掲載文も時勢に沿っていると考えられ
る。
　2013年9月4日に東京都港区で広告・雑誌などのブックデザイン
を制作されている株式会社スタジオ・ギブの代表取締役でいらっしゃ
る山岡茂氏に話を聞く機会を頂いた。山岡氏は「帯の文句は広告なの
で目立たせてこそ。昔より今のほうが過激とは思わないが、書籍のイ
メージより部数突破、他メディア化、文学賞受賞など客観的事実を主
体とした、流行を意識させる即物的なものになった印象は受ける。」
と述べた。
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　1冊のベストセラー書籍においては、そのベストセラー書籍の帯の
キャッチコピー・掲載文は、現在に近づくにつれ過激になっていると
考えられる。また2000年から2012年までのベストセラー書籍の初
刷帯のキャッチコピー・掲載文は年毎に体系化できる。しかしその特
徴は各年の時勢に沿ったもので連続性は見られず、ベストセラー書籍
の初刷帯のキャッチコピー・掲載文は2000年から2012年にかけて
右肩上がりで過激になっていると言えない。
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  本稿では、日本のストリートファッションの変遷をテーマとする。
ストリートファッションとは、実際に街で見かける若者のファッ
ションのことであり、時代によって変化するため、定義が曖昧なも
のである。先行研究やファッション情報サイトなどでストリート
ファッションがどのような見方をされているかということを分析
し、それを踏まえた上で日本のストリートファッションの歴史をさ
らい、最終的に2010年代のファッションスタイルの特徴や、現在の
若者のファッションに対する価値観など、日本のストリートファッ
ションの現状について明らかにする。 
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  本稿におけるストリートファッションは、渋谷と原宿といった多く
の若者が行き交う街の通りで見られる10代後半から20代前半の若者
が身に着けている服装とする。いくつかの先行研究を見ていくと、大
きく分けてストリートファッションは「マスメディアの関与によって
流行が作り出されている」、「消費者である若者が流行を作り出して
いる」という2つの見方がされている。本稿では、この2つの見方に
基づいて、「ストリートファッションはマスメディアと消費者によっ
て流行が作り出されている」という仮説を検証する。 
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　80年代終盤の渋カジ登場までは、マスメディアやデザイナーが
ファッションのお手本を提示し、消費者はそれを真似ていたに過ぎな
い。渋カジはそれ以前のファッションの転換点となっており、それ以
降のファッションに与えた影響は大きいとされている。よって本稿に
おいては、この渋カジ以降のカジュアルなファッションを中心とした
ストリートファッションの流行の歴史として見ることにする。 
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 渋カジとは、「渋谷カジュアル」の略で、渋谷センター街を拠点に
遊ぶ高校生・大学生たちから生み出されたファッションスタイルで
ある。メディアや企業が主体ではなく、学生といった若い消費者が
流行を作り出した点、強いユニフォーミティはなく個々にアレンジ
の余地があり、スタイルの変化がある点、ファッションスタイルが
男女で大きく違いがないユニセックスなものであった点などで、従
来のファッションとは一線を画していた。 

 渋カジは消費者である若者が生み出した点では「消費者である若者
が流行を作り出している」と言え、それが雑誌等で取り上げられた
ことで広まり、新しいスタイルに変化した点では、「マスメディア
の関与によって流行が作り出されている」と言え、2つの見方に当て
はまるファッションである。 
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  90年代には渋カジの系譜を引くカジュアルファッションが登場し
た。フレンチカジュアルは、女子高生によって作り出されたスタイ
ルであるが、渋谷系という音楽で人気を博したフリッパーズギター
の小山田圭吾のファッションが支持されたことも流行した要因の1つ
である。また、コギャルが登場し、安室奈美恵のファッションを模
倣した、アムラーと呼ばれるスタイルが流行した。また、90年代後
半にはギャルサーやイベサーと呼ばれるギャルやギャル男たちの
サークルが話題になる。彼らによって誕生したヤマンバファッショ
ンは、メディアに取り上げられることで話題となった。そして、
ミュージシャン藤原ヒロシをカリスマとする、裏原系と呼ばれる裏
原宿のブランドやショップが流行した。 
　90年代のファッションスタイルの最も大きな特徴として、ミュー
ジシャンを中心とした著名人のファッションやブランドやショップ
が提案する奇抜なスタイルがメディアを通し広く伝搬した点などが
挙げられる。アムラーや裏原系は著名人のファッションがメディア
を通して広まった点で「マスメディアの関与によって流行が作り出
されている」と言える。フレンチカジュアルは女子高生から作り出
されていたという点では「消費者である若者が流行を作り出してい
る」といえるが、著名人によってさらなる流行となった点では「マ
スメディアの関与によって流行が作り出されている」と言え、2つの
見方が当てはまる。イベサー・ギャルサーから生まれたファッショ
ンは、「消費者である若者が流行を作り出している」という見方が
当てはまる。 
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  2000 年にはコンサバ系ファッションの女性が街にあらわれた。こ
のようなフェミニンで保守的なファッションのスタイルでは、
CanCamのモデルの模倣や、名古屋や神戸に住んでいる令嬢たちの
ファッションが話題になった。また、海外や日本のセレブたちの
ファッションの模倣も流行した。男性ファッションでは、恵比寿系
と呼ばれる恵比寿のショップやブランドの提案するファッションが
流行した。2000年代後半に登場した森ガールは、SNSから火がつ

日本のストリートファッションの現状
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き、雑誌などのメディアが取り上げたことで話題になり、流行した
スタイルである。 
　コンサバ系ファッションやセレブ志向は、90年代と同じように著
名人のファッションがメディアを通じ流行したケースであるが、
ミュージシャンではなく、モデルやセレブという点で違いがある。
セレブ志向、コンサバ系ファッションはのほとんどは「マスメディ
アの関与によって流行が作り出されている」と言えるが、名古屋嬢
や神戸エレガンス系ファッションに関しては令嬢によるスタイルで
あるため「消費者である若者が流行を作り出している」という要素
もある。また、恵比寿系はショップやブランドの提案するファッ
ションの流行であり、「マスメディアの関与によって流行が作り出
されている」と言え、森ガールは SNS のコミュニティから生まれた
ため、「消費者である若者が流行を作り出している」と言える。 
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　昨今では女性がメンズライクのファッションをすることや、男性
が細身のアイテムや、可愛らしいアイテムを身に付けることが浸透
してきている。また、バブル期のリバイバルのスタイルやアイテム
を身に付けた若者が多く見られる。このようなスタイルの流行は、

世界的なトレンドであり、デザイナーによるところが大きいと考え
られる。また、2010年代は、タレントやモデルよりも、等身大の存
在でマネのしやすい読者モデルのファッションに影響をうけている
若者が多く、全体的に「マスメディアの関与によって流行が作り出

されている」という要素が強い。
　ストリートファッションの研究者である渡辺明日香氏は、今の若者
のファッションは流行のアイテムを着用してはいるが、それがあまり
に同質化しており、従来のように自己表現の手段ではなくなってきて
いると指摘している。また、お金や時間、気持ちなどのファッション
にかけるエネルギーが低下しているとも指摘している。 
　1990年以降に生まれた世代は、物品の購入よりもインターネット
でSNSをチェックしたり、情報収集などに時間やお金をかけたりす
ることに重点を置くようになった。そして、現在ではインターネッ
ト、とくに SNSや動画サイトなどの普及により、自分で情報を発信
することが容易となっており、それが自己表現の手段の1つとなって
いる。若者のファッションが同質化し、ファッションにかけるエネ
ルギーが低下したのは、このように若者の消費に対する価値観が変
化したことや、ファッション以外の自己表現の手段が増えたからで
あると考えられる。自己表現の手段が多様化した現在では、ファッ
ションで周囲との差異化を図る必要はなくなったのである。 
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　「マスメディアの関与によって流行が作り出されている」スト
リートファッションが多いが、「消費者である若者が流行を作り出
している」ものも少なくない。また、消費者である若者が流行を作
り出したものが、メディアに取り上げられることによって流行し、
新たなファッションスタイルを生み出すというケースもある。 
2010年代では、「マスメディアの関与によって流行が作り出されて
いる」という要素が強い。若者の消費に対する価値観が変化したこ
とと、ファッション以外の自己表現の手段が増えたことにより、新
しいファッションの流行を若者が作り出す必要がなくなってきたの
かもしれない。現在では、ファッションで周囲との差異化を図るこ
とがおしゃれであるという価値観は薄れてきている。

写真 1　2013 年にみられるファッションスタイル　「定点観測」『ストリートファッションマーケティング
ウェブマガジンアクロス』http://www.web-across.com/observe/d6eo3n000004mh1v.html
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ゲストハウスウェディング事業参入の戦略
-ブライダル業界の市場動向 -
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　結婚式を挙げる場所にはホテル、専門式場、ゲストハウス、レスト
ラン等の会場がある。ここで、結婚式のスタイルの特徴を整理すると
次のようになる。ホテルウェディングとは、バンケットルーム（宴会
場）を持ち、法人の一般宴会とともにウェディングも行っている。宿
泊機能を備えているので、遠来のゲストが多い結婚式では、ホテル
ウェディングが好まれる。専門式場ウェディングとは、冠婚葬祭互助
会企業が運営する会場や、地域に古くから存在する会館やホール等の
会場のタイプがある。ウェディング専門の式場のことをさす。レスト
ランウェディングとは、おいしい料理と洗練されたサービスを提供す
ることができる会場である。新郎新婦とゲストとの距離が近いことか
ら、アットホームな雰囲気で披露宴ができる。ゲストハウスウェディ
ングとは、専門式場のウェディング専門色とレストランウェディング
の自由な雰囲気が合わさった会場であり、一軒家の邸宅を貸し切って
行う、プライベート感溢れる結婚式のことをさす。会場スタイルには、
郊外の一軒家タイプと繁華街のビルインタイプがある。1990年代
前半に首都圏を中心に続々と誕生し、その動きはベストブライダル、
TAKE and GIVE NEEDS、ワタベウェディングを始め、地方にも広
まった。多様な結婚式スタイルの中でも、最近人気を博しているのが、
ゲストハウスで行うウェディングである。
　しかし、ブライダル業界を取り巻く社会の環境は、女性の社会進出
したことによってキャリア志向が強まったことから見られる晩婚化
や、そもそも「結婚」というものに意味を見出さず、結婚しない人が
増加しているなどから婚姻件数は年々減少しており、ウェディング事
業を行う会社間では、シェア獲得のために競争が激化しているのでは
ないかと推測できる。このような業況の中で、2000年代からベスト
ブライダル、TAKE and GIVE NEEDSなど、ゲストハウスウェディ
ングを行う会社が相次いで市場参入し、今では人気の結婚式スタイル
となっている。そこで、なぜゲストハウスウェディングが多くの新郎
新婦から支持され、シェアが上昇しているのか、これは都心部だけで
はなく地方でも見られることなのか、また、ホテルウェディングに劣
る点があるゆえにゲストハウスウェディングの人気が上昇しているの
か等、ゲストハウスウェディングが新しいウェディングビジネスとし
て進出してきた要因を解明することを、本研究の目的とする。
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　ブライダル業界の現状を、TAKE and GIVE NEEDSの見解によれ
ば結婚周辺市場規模は2011年の時点で約4兆円と、巨大なビジネス
とされている。現在結婚ビジネスは、結婚適齢期世代の減少・晩婚

化などの理由により、市場規模は年々縮小していると指摘されてい
る。現在の日本は人口減少に伴い、婚姻数も減少の傾向にあると推察
できる。厚生労働省「人口動態統計（確定数）」によれば、団塊世代
が結婚した1968年～1972年にかけては最高約110万件あった婚
姻数も、その後減少している。団塊世代の子供にあたる第二次ベビー
ブーム世代で総姻数は上昇するものの、2010年では約70万件にま
で減少しており、現在もこの婚姻数は減少の一途をたどっている。こ
れらは少子化や未婚化・晩婚化等の社会的影響によるものだと考えら
れる。しかし、ブライダルビジネスの中でも、『ブライダルサービス
会社の業績は好調を維持している。』し、近年、消費者ニーズの多様
化により挙式や披露宴スタイルも多様化が進み、比較的高価なハウス
ウェディングで挙式を行うスタイルがブームになった点が指摘されて
いる。また、結婚年齢の上昇などを背景に、1組あたりの結婚式単価
も上昇し、大手を中心に業績を伸ばしている。2010年 結婚情報誌
「ゼクシィ」（リクルート発行）によれば、2000年の挙式・披露宴平
均組単価では280万円であったのが、2010年には325.7万円まで
伸びている。また、厚生労働省「人口動態統計（確定数）」によれば、
2000年の平均初婚年齢は、男性は28.8歳、女性は27.0歳であっ
たのが、2010年には男性30.5歳、女性28.8歳と、男女共に初婚
年齢は上昇している。以上より、貯蓄がある30代が高価な結婚式を
挙式していることがわかる。
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　結婚式の挙式にはホテルや神社など、様々なスタイルが存在する
が、新たな結婚式スタイルとしてゲストハウスウェディングが誕生し
た。ゲストハウスウェディングとは、ガーデン付きの一軒の西洋風邸
宅を貸し切る形で、従来の専門式場やホテルなどでの花嫁同士がバッ
ティングするということが一切無いことが特徴に挙げられる。会場に
よってはバンケットと呼ばれる披露宴会場が複数設置しており、それ
ぞれのバンケットでテーマが異なることが多い。例えば、ゲストハウ
スウェディングの総合プロデュースを行うベストブライダルでは、四
季折々の自然を楽しむことができる、開放的な「ガーデンウェディン
グ」、海を前に、リゾート感が漂う「シーサイドウェディング」、幻想
的にライトアップされ、大人の雰囲気が魅力的な「ナイトウェディン
グ」等の様々なスタイルがあり、会場はセレブの豪邸を彷彿させるよ
うな「プール付会場」、海外のラグジュアリーホテルに滞在している
ような、心地よいフォーマル感が漂う「モダンな会場」、白を基調に
ピンクを効かせた、夢に見たプリンセス気分を満喫できる「キュート
な会場」など、新郎新婦のニーズに合った様々なスタイルの結婚式が
用意されている。オリジナリティ溢れる演出やおもてなしで新郎新婦
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の希望を叶える、特別感のあるゲストハウスウェディングは、今や結
婚式には欠かせない一つのスタイルとして定着している。
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　富山県のウェディング市場の概況を把握するため、県内でウェディ
ング事業を営んでいる18の会場の事業戦略を読み取ることができる
各会場の営業パンフレットの資料請求を行った。また、『「ゲストハウ
スウェディング」と「ホテルウェディング」は互いに競い合っており、
最近のゲストハウスウェディングの普及によりホテルウェディングは
下火になっている。』との仮説を立てた上で、富山県内の各ホテル・
専門式場・ゲストハウスへのインタビュー調査を実施した。依頼した
のは以下の企業である。
　専門式場：
　　インペリアルウィング富山
　ホテル：
　　ホテルニューオータニ高岡
　ゲストハウス：
　　アール・ベル・アンジェ
　　キャナルサイド・ララシャンス
　　ヴィラ・グランディス・ウェディングリゾート
　　ラ・ブランシュ
　インタビュー調査の結果から、専門式場やホテルはゲストハウスの
要素を少なからず取り入れており、現代の利用者には、ゲストハウス
会場の雰囲気が求められていることが把握できた。しかし、『ゲスト
ハウスとホテルはライバル同士』と推測していた関係は、様相が少し
複雑であった。同じウェディング事業を経営する同業者としての意識
は、各会場どこに対しても必ず保有しておりライバル関係は存在して
いた。しかしゲストハウスの会場では、ホテルの方が利用者にとって
条件が良いと判断すればホテルを勧め、またその逆のケースも存在し
ている。さらに、ゲストハウス会場が披露宴後のゲストの宿泊先とし
てホテルと提携しているケースも存在し、対立関係を超える関係が存
在していた。つまり、ホテルとゲストハウス（専門式場含む）は、ウェ
ディング業界の中で共存していたということが把握できた。一方で、
インタビュー調査結果として、インペリアルウィング富山とヴィラグ
ランディスウェディングリゾート富山が「ホテルは堅苦しいイメージ
がありそうだ」と指摘していることから、利用者は、「ホテル＝堅苦
しい」とのイメージが定着しているのではないかと考える。アット
ホームな雰囲気が求められている現代の結婚式スタイルにおいて、ホ
テルに対する「堅苦しさ」とのイメージは痛手である。利用者のイメー
ジを払拭させるような工夫が今後必要であり、この工夫次第では、ホ

テルウェディング下火の可能性を否定できない。
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　ウェディング業界全体としては、結婚適齢期世代の減少や晩婚化な
どの社会的背景や、結婚式のスタイルが多様化した分「結婚しない」
層の増加により婚姻数が減少していることから、マーケットは縮小傾
向にあった。しかしウェディング業界に「ゲストハウスウェディング」
という新しい結婚式のスタイルが生まれたことにより、利用者のオリ
ジナリティを尊重するという、従来の結婚式にはなかったスタイルの
出現が、停滞していたマーケットに活力を与え、ウェディング業界に
追い風が吹いている。ゲストハウスウェディングは、近年マーケット
に浸透し、シェアも確実に伸ばしてきている。とはいえ、現在もホテ
ルウェディングのシェアがトップを誇っている。近い将来はホテル
ウェディングとゲストハウスウェディングが激しいシェア争いを繰り
広げることになるであろう。ゲストハウスウェディングの強みは何と
いっても「個性溢れるオリジナルウェディング」というコンセプトで
ある。インタビュー調査の結果として、どのゲストハウスウェディン
グ会場からも把握できたことは、近年の利用者は「おもてなしをした
い」というニーズが増えている点である。このため、ゲストハウスウェ
ディングは「テーマウェディング」として、一人ひとりにテーマを設
けた結婚式を挙げていくスタイルに進化している。利用者一人ひとり
の目線に立ち、自信を持って利用者の願いを叶えていくゲストハウス
ウェディングだからこそ、人気を博している理由がここにあると考
える。「おもてなしをしたい」「誰かに喜んでもらいたい」「誰かを感
動させたい」との新郎新婦のニーズが、これからもゲストハウスウェ
ディングの需要を創出し続けると考える。
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韓国の翻案
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獅子舞とお旅まつり
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ジェンダーロールと活動システムによる分析
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活動の転換
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Potentials of the Art Activity by both Handicapped People and Non-handicapped People:
The social significance of “Art For All” and its future development
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「しょうがい者芸術支援活動」と
「交流型アート活動」の事例
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第一章　江戸時代の釣り　～「釣り」文化の始まり～
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2．新湊曳山の囃子の現状
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5．東町の地域の学校のお囃子クラブの調査
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[注]
１．『KEROUACケラ！』7月号、2006年、95頁
２．「ゴシック」『国語大辞典』、東京：小学館、1981年、931頁
３．もともとは、18世紀ロココ時代の貴婦人が、スカートの形を整えるために身につけ

ていた、針金やクジラのひげで作ったかごのようなものを「パニエ」と呼んでいた。
現代では、スカートを膨らませるアンダースカートを総称して呼んでいる。

４．半ズボン風のゆったりしたもので、階段を登るとき等にスカートの中身が見えないよ
うにスカートの下に着る。

５．帯型であごの下でリボンを結ぶものが定番アイテムだが、帯型だけでなく円型、
ハット、ボンネット 、カチューシャ、コーム等がある。

６．MALICE MIZERは1992年に結成。1999年に、Vo.Camui Gacktが脱退。2001
年には活動休止している。

[主要参考文献]
○四方田犬彦『「かわいい」論』、東京：筑摩書房、2006年
○南條竹則『恐怖の黄金時代』、東京：集英社、2000年
○樋口ヒロユキ『死想の血統 ゴシック・ロリータの系譜学』、京都：冬弓舎、2007年
○『KEROUACケラ！』NO.1（1998年？月）‒NO.147（2010年11月号）、東京：バウハウス
（NO.1-38?）、ヌーベルグー（NO.39?-51?）、インデックス・マガジンズ（NO.52?-91）、
インデックス・コミュニケーションズ（NO.91-147）



141

���À�Z�€�~�^
¼

要旨

�y�®�T�̃�M�M�̄�q�x�i�‘�®�.�M�z�j�’�̀�M�̄�q�M�l�h�™�̄�p�K�”�{�q�O�v�½

�t�–�˜�•�”�®�T�˜�M�M��̄›�_�o�M�X�q�z�®�T�˜�M�X�s�M�‹�w��̄q
Ê�ˆ�ù�˜�^

�l�o�–�˜�•�”�s�z�®�T�˜�M�M��̄U���7�=� �̀o�M�”�\�q�U
ü�T�”�{�°�³�¿�«��

�é�æ�”�»�Ñ�•�¿�³�ã�ï�q�M�O�z�i�‘�T�˜�M�X�s�M�t�?�U�ù�˜� �̂l�o
\�‡

�•�h�Ñ�•�¿�³�ã�ï�›�Ð�‚�o�M�X�q�z�°�³�¿�«�w�¬�é�Â�µ�«�•�°
Æ�¥�^�w��

�w�ž�æ�µ�±�w�-�»�^�U�å�D�›	O�v�z�®�T�˜�M�M��̄Ñ�•�¿�³�ã�ï�t�s�l�o�M

�l�h�\�q�U
ü�T�l�h�{�‚�Ž�p�x�®�«�”�ç�~� �́ß�Í�ï��̄q�M�O�z�Ô�Š�U�T�l�\

�M�M�z�T�˜�M�M�q�M�l�h�q	Å�U�I�V�o�S�“�z�\�w�Ñ�•�¿�³�ã�ï�‹�®�T�˜�M

�M��̄q
��>�p�K�”�{�›�t�i�‘�w�™�¯�x���‡�•�o�M�s�X�o�‹�z�®�T�˜�M�M��̄q

�M�˜�•�”�Ì�E�t�s�l�h�w�p�K�”�{

はじめに

�y�q�O�z�®�T�˜�M�M��̄q�M�O�t�?�U���7�t�–�˜�•�o�M�”�{�`�T�`�Š�R�®�T

�˜�M�M��̄q�x�t�˜�•�s�M�‘�O�s�‹�w�t�0� �̀o�‹�–�˜�•�o�M�”�{�Ê�›�2�X

�q�®�?�K�•�•�!�s�w�”�̄�q�‡�”�p�§�O
�	��p�K�”�T�w�‘�O�t�_�’�•�”�°

�³�¿�«���é�æ�”�»�Ñ�•�¿�³�ã�ï�‹�z�®�T�˜�M�M��̄q�t�˜�•�”�{�‚�Ž�t�²�Z

�o�z�®�T�̃ �M�M�G�–�̄�q�M�O�Ù�¿�Ó�§�ç�½�ß�”�›�‚�Ž�t�¿�Š�”
C	ô�–�›�z

�Ž�¿	²�U�Ú�Ë�b�”�s�z�«�”�ç�~� �́ß�Í�ï�x�«�è�›	B�Š�o�M�”�{�q�O�–�˜

�•�o�M�”�®�T�˜�M�M��̄q�x�?�s�w�T�›�ß�o�b�”�{

雑誌『ケラ！』からみる「かわいい」

�y�����E�X�’�M�w�z�x
Q�$�s�Ñ�•�¿�³�ã�ï�z�›�t�°�³�¿�«���é�æ�”�»�Ñ�•�¿

�³�ã�ï�•�z�±� �Ì�”�z�Í�ï�«�Ñ�•�¿�³�ã�ï�U�·�V�s
��²�Z�w�Ñ�•�¿�³�ã�ï

�v�½�p�K�”�°�­�å�‚�±�›�q�“�K�[�”�{�°�­�å�‚�±�T�’�®�T�˜�M�M��̄›
H�V	Z�b

�q�z�®�¤�é�T�˜�¯�®�Ë�Ã�T�˜��̄q�M�l�h�z�®�Ó�Ó�T�˜�M�M��̄q�M�O���U�_�’�•

�”�{�h�i�®�¤�é�M�̄�q�M�O�q�z�Š�p�t�f�•�i�Z�t�s�l�o�̀ �‡�O�U�z�®�¤�é�T

�˜��̄q�t�O�q�z�¤�é�^�U�T�˜�M�^�t�‘�l�o
R�n�^�•�z�K�h�T�‹�®�T�˜�M

�M��̄‹�w�t�s�”�{�‡�h�z�®�¤�é�M��̄‘�“�®�¤�é�T�˜��̄w�„�O�U�z�t�O�M�‹�t�M

�•�b�X�z�t�˜�•�”�„�O�‹�•�c�T� �̀X�s�M�{�‡�h�z�®�\�˜�§�ë� � �‚
î	<�w�N

�q�=�`�h�Â�Ã�Ÿ�Õ�ž�¯�¢�«���£�q�M�O�‘�O�t�z�°
`�$�t�z
î	<�z�N�z�×�å�”�z

�¬�é�Â�µ�«�z�è�Ä�s�T�˜�M�X�s�M�‹�w�›
Ê�ˆ�ù�˜�d�o�M�”�{	•�w� �h�j

�x�z�o�s�”�®�T�˜�M�M��̄p�x
ú�
�“�s�X�s�l�h�w�i�{�f�\�p
Ç�Z�X�˜�Q�’

�•�h�t�?�U�z�Š�R�x�T�˜�M�X�s�M�t�?�i�l�h�w�i�{

ゴシックの歴史
�y

�y�°�­�å�‚�±�p�x�z�°�³�¿�«���é�æ�”�»�q�M�O�́�ß�ï�ç�w�Ñ�•�¿�³�ã�ï�U��

�X	��“	Í�[�’�•�o�M�”�{�‡�c�z�°�³�¿�«�q�x�f�‹�f�‹�r�w�‘�O�s�‹�w�s�w

�T�t�m�M�o	\�‚�”�{�°�³�¿�«�q�M�O�t�?�x�z�®�°�ú
n�~�°�‰�±�w�™�›
¯�b�¤


H� �»�æ�ž
��w� �t���R�¯�¢�«���£� �̀o�S�“�z�
��
H�D�T�’�
��
H�D	s�Š�t

�T�Z�o�z�j��	ú�w	Å�Ã�q� �̀o�°�³�¿�«�P�™�U
î�µ� �̀h�{�\�•�U�z�°�³�¿�«�~

�æ�Ì� �Ì�ç�p�K�”�{���������å�z�×�è�µ�~�¢�¥�ç�Ù�”�ç�x�z�µ�Ä�é�Õ�æ�”�K�Î

�ç�w���›�P
ƒ�`�z�°�¦�Ä�å�ï�Ä	Ó�±�q�M�O�°�³�¿�«�~�é�Ú�ï�µ	–
†�›	{�M

�h�{���������å�t�x�Ý�ž�æ�”�~�³�£�æ�”�w�°�Ñ�å�ï�­�ï�³�á�»� �ï�±�U�J	Ô�b

�”�{�Ñ�å�ï�­�ï�³�á�»� �ï�q�M�O�q�z�%�t�S�l�h���U�K�”�B	í�w�q�M
�

�w�ô�M�x
ú�w� �Ý�”�´�U�K�”�{�`�T�`	–
†	Í�p�x�Ñ�å�ï�­�ï�³�á�»� �ï

�x�z
$�œ�m�‡�“�J�¶	��p�z	–
†�t�J	Ô�b�”�x
ú�x�z
t�w�î�g�è�p�m�X�’�•

�h�Ñ�q�B�T�’�s�”
ú�.�p�K�”�{�\�O�`�h�‹�w�›�z�¬�é�Â�µ�«�q�z�œ�p�M

�”�{�\�•�’� �ª�æ�µ�w	–
†�x�a�̂ �›
ã�F�q�̀ �z�•	•�•�q�•�U�J	Ô�b�”�{�\

�w�Þ�½�”�Ñ�•	í�U�z�q�O�w�°�³�¿�«���é�æ�”�»�Ñ�•�¿�³�ã�ï�t�v�•�o�M

�”�{

ロリータの歴史
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ロリータファッションの種類と基本アイテム
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社会現象としてのゴシック&ロリータファッション
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“KAWAII”: A look at the Japanese concept of cute - subculture and fashion -


+�i���•�1� 
Mizutani Ikiko
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[注]
１．『KEROUACケラ！』7月号、2006年、95頁
２．「ゴシック」『国語大辞典』、東京：小学館、1981年、931頁
３．もともとは、18世紀ロココ時代の貴婦人が、スカートの形を整えるために身につけ

ていた、針金やクジラのひげで作ったかごのようなものを「パニエ」と呼んでいた。
現代では、スカートを膨らませるアンダースカートを総称して呼んでいる。

４．半ズボン風のゆったりしたもので、階段を登るとき等にスカートの中身が見えないよ
うにスカートの下に着る。

５．帯型であごの下でリボンを結ぶものが定番アイテムだが、帯型だけでなく円型、
ハット、ボンネット 、カチューシャ、コーム等がある。

６．MALICE MIZERは1992年に結成。1999年に、Vo.Camui Gacktが脱退。2001
年には活動休止している。

[主要参考文献]
○四方田犬彦『「かわいい」論』、東京：筑摩書房、2006年
○南條竹則『恐怖の黄金時代』、東京：集英社、2000年
○樋口ヒロユキ『死想の血統 ゴシック・ロリータの系譜学』、京都：冬弓舎、2007年
○『KEROUACケラ！』NO.1（1998年？月）‒NO.147（2010年11月号）、東京：バウハウス
（NO.1-38?）、ヌーベルグー（NO.39?-51?）、インデックス・マガジンズ（NO.52?-91）、
インデックス・コミュニケーションズ（NO.91-147）
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「ミュージシャン」になるには
―J-POPミュージシャンへのシステム化された道程―

The ways to be a  “Musician”
The process systematized to be a J-POP musician

江口 光
Eguchi Hikaru

文化マネジメントコース

「ミュージシャン」の定義

　ミュージシャンと聞いて、直感的にスポットライトに照らされる

ステージの上で、様々なパフォーマンスで観客を魅了するプロの楽

器演奏者を想像する人は少なくはないだろう。特に、メディアによ

る誤認で、ミュージシャンは演奏者であるという認識は強いはずで

ある。しかし、本来ミュージシャンという言葉は、大きく分類して

楽器の演奏者と音楽の制作者のふたつの意味を持つ。さらに、演奏

する音楽のジャンルや、プロとアマチュアの線引きによる境界線が

曖昧であるため、ミュージシャンという言葉は極めて広義の意味を

有している。本論における「ミュージシャン」とは、直感的に思い

描くような、又は一般的に憧れの対象となるミュージシャン像を出

来るだけ重視したものである。そのため、本稿での「ミュージシャン」

を定義付ける。

　ミュージシャンを最も大きな相違で分類した演奏者と制作者の観

点から考察してみると、直感的に思い描かれ憧れの対象となるのは

ほぼ前者で間違いないことが分かる。次に、その演奏者をジャンル

という制約で絞ると、クラシック音楽や民俗音楽ではなく、ポピュ

ラー音楽の演奏者であるという枠組みが可能である。その中でも、

本稿では J-POPというジャンルの音楽の演奏者に限定する。さらに、

ここにおいてプロとアマチュアの線引きを図るため、プロダクショ

ン等の企業との契約を必須とする。なぜなら、大衆の憧れの対象と

なるミュージシャン像というのは、楽器の演奏者であり、さらにそ

れだけで生計が立てられる、つまりミュージシャンを職業として考

えていることが前提であるからである。

　以上を踏まえた上で、「ミュージシャン」とは、企業との契約を交

わし一定の収入を得ている J-POPの演奏者であると定義する。

音楽業界の現状把握

　企業が音楽を売り出すための代表的な宣伝方法に、タイアップ

商法というものがある。これはとても頻用されている商法であり、

J-POP のヒットチャートと密接な関係を持っている。図 1は、年間

ヒットチャート上位20位におけるタイアップ率の推移である。

　これを見ると、90年代後半より落ち込み気味ではあるが、現在も

平均して約 7割はタイアップソングが占める状態にある。つまり、

商品のプロモーションのために起用された楽曲が、逆に楽曲のプロ

モーションにも一役買っているというマーケティングの相互作用を

見て取ることが出来るのである。この相互作用を有効活用すべく、

企業は作り出される楽曲は、悉くタイアップソングへと昇華しよう

とする傾向が見られる。

　このタイアップと密接な関係のあるヒットチャートに上るミュー

ジシャンは、ある程度定番化してしまっている。宇多田ヒカルやサ

ザンオールスターズといった大物ミュージシャンは必ずと言ってい

いほどチャートインしており、その他にもチャートに上るような

ミュージシャンは限られてくる。つまり、それはミュージシャンが

ブランド化してしまったことを意味する。特定の商品の味を占めて

しまった聴衆は、繰り返しその商品を求めるファンとなったのであ

る。ファンによって神格化にも似た地位を与えられてブランド化さ

れたミュージシャンは、既に生産する楽曲の良し悪しに関係なく、

一定水準以上の評価を得ることが可能になったのである。

　しかし、近年の消費者は、嗜好の多様化が顕著に見られるように

なったため、これも一概には言えなくなってきた。次の図 -2はミリ

オンセラー作品の推移を表したものである。

図2　ミリオンセラー作品の推移
（オリコンシングル歴代ミリオンセラー一覧をもとに筆者作成）

図1　年間ヒットチャート TOP20におけるタイアップ率の推移
（オリコン年間ヒットチャートをもとに筆者作成）
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　80年代後半から、資本主義に取り込まれたポピュラー音楽は多様

であるはずの人間の嗜好を均質化する装置と化してしまった。聴衆

はメタルやパンクといったコアな音楽よりも、万人に受け入れられ

やすい無難な音楽を選択する傾向が多く見られるようになったのだ。

それを象徴するように、80年代後半から 90年代におけるミリオン

セラーの数は爆発的に増大していることが明瞭に見て取れる。しか

し、90年代後半に入るとそれも減少し始め、ここ数年ではシングル

においては 3年連続ミリオンセラーが出ていないという事態にまで

陥っている。これは紛れもなく消費者の嗜好の多様化を示唆してい

るのではないかと思う。つまり、かつて人間の嗜好を均質化する装

置であったポピュラー音楽の効果が薄れ始めてきた兆候なのである。

　これはインディーズ・レーベルの台頭という現象でも証明できる。

2002年には、モンゴル 800がインディーズ初のミリオンセラーを

出し、それを契機としてロードオブメジャーやHY などのミュージ

シャンがインディーズから名を馳せるようになった。そして、2005

年にHYのアルバム『Street Story』がミリオンセラーになったことが、

インディーズが音楽業界の主勢力に加わったことを決定づけたので

ある。インディーズ・レーベルは、メジャーレーベルが得意としな

いパンクやヒップホップなどのジャンルの音楽を中心に売り出した

ことで、大量生産・大量消費に飽きた消費者の好奇心を引き寄せた

のである。つまり、これは消費者の嗜好が再び多様化し始めた傾向

なのである。現在の聴衆は、自らの嗜好を尊重し、今までに感じた

ことのない音楽を探しているのだ。

「ミュージシャン」までの道程

　「ミュージシャン」たる最大の要素であり、「ミュージシャン」に

なるための最大の難関は、プロダクションやレコード会社との契約

であると言っても過言ではない。その難関を突破し見事契約まで至っ

た者には、CDの制作や販売は勿論のこと、大規模な宣伝等最大限の

バックアップが施されるのである。そのために、ミュージシャン志

望の者は企業との契約を目標に日々精進しているのである。

　その契約まで至るためには、オーディションやデモ ･テープ審査

といったようなものが有名なきっかけである。そのようなきっかけ

において、いかに企業の目に留まるかが最も重要なこととなり、実

を言うと審査の結果というのはあまり重要視されないことが多い。

SONY MUSIC 主催のオーディションに、「閃光ライオット」という

ライブ型公開オーディションがある。オーディションで優勝すれば

賞金と独自レーベルからの CDリリースという褒賞が与えられる。

2008年に開催された同オーディションではGalileo Galilei というグ

ループが優勝したのだが、どういうことかCDを発売したのは優勝者

の他に 4組も存在している。それらの 4組が CDデビューをしたと

いう事実は、企業側からの何らかの力が働いたと考えてよいと思う。

それは企業によるスカウトという勧誘行為であると考えて間違いは

ないだろう。このような実態を見る限り、オーディション等の審査

は最早優勝者を決めるものではなく、将来性のある新人の確保と宣

伝の場に過ぎないのである。

　しかし、裏を返せば優勝しなくとも企業の目に留まれば契約まで

至る可能性は十分にあるということである。また、きっかけはオー

ディションやデモ・テープ審査だけではなく、そのような企業が用

意したきっかけ以外にも多数存在し、それにおいて企業の注目を集

めればよいのである。そのためには、他の「ミュージシャン」を目

指す者との極端とも言える差別化を図ることは必須と言えるだろう。

それは演奏力や歌唱力といった技術や、独特な衣装やパフォーマン

スといった視覚効果によるものなど手段は数多く存在する。どれも

他者との差別化を図るには不可欠な要素であることは確かである。

差別化の手段は多様且つ不明瞭であるが、それに成功すれば企業は

それを無視することは出来なくなるであろう。

　音楽業界の現状に見られるように、音楽は流行に乗って時代に対

応し変化しながら発展するものである。近年見られるようになった

聴衆の嗜好の多様化で、求められる音楽は変化している。「ミュージ

シャン」を目指す者は、その聴衆の要求をいち早く察知し、その要

求に沿った差別化を図ることが必要である。そのような他者との差

別化を試みることが、今後「ミュージシャン」になるための鍵とな

るはずである。
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○加茂啓太郎『ミュージシャンになる方法 増補版』青弓社、2006　
○東谷護「戦後日本ポピュラー音楽の構築へむけて」三井徹『ポピュラー音
楽とアカデミズム』音楽之友社、2005
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　本稿は、獅子舞がどのように伝承されているのかを知るため、富山県

高岡市の平米小学校に伝承された獅子舞を中心に、伝承元である平米

町の獅子舞、さらに平米町の獅子舞の伝承元である同市長江地区の獅

子舞の計3カ所について調査・研究を行う。そしてそれぞれの獅子舞を

比較し、伝承によって変わるもの、変わらないものについて明らかにす

る。

長江の獅子舞

　長江の獅子舞は高岡市の獅子舞の中でも歴史があり、1855年頃か

ら続いている。勇壮なけんか獅子で、役者が年を重ねるごとに独自の舞

になってゆく。獅子と天狗の迫力と緊張感に息を飲むようだ。

　長江地区の獅子舞は、毎年10月体育の日の前日の土曜日に開催され

る「長江神社の秋期大祭」の際に行われる。伝承組織は長江青年団。高

校を卒業してから24歳までが、正式な青年団員である。青年団を引退す

るとOBとなり、獅子舞の細やかな指導やサポートにあたる。獅子舞は青

年団が中心となって行うが、祭自体は自治会が行っている。運営費用は

獅子舞の際各家から出される「ハナ」と呼ばれるご祝儀のほか、自治会

で集めた資金によってまかなわれている。

　祭当日の流れとしては、神社に奉納し、その後に氏子や地区の家々で

5分程度舞わす。演目は10種類あり、氏子や地区の家々では2～3演目行

う。新築、改築、結婚など吉事のあった家では40分程度の豪華な舞を舞

わす。夜を徹し、2日間行う地域もある。舞わしてもらう家々は、獅子舞団

体に「ハナ」と呼ばれるご祝儀や、お酒、お米などを渡す。

　練習は祭の約3週間前の9月24日から行われた。青年団長は「獅子舞

は長江の人が一致団結できる唯一の道具だと思っている」と話してくだ

さった。これを聞いた自治会副会長は、「昔は獅子舞以外に青年団が行

う事は多かった。今ではそのようなことは少なくなってしまったな」と話

していた。

　長江の獅子舞の調査から、獅子舞の伝承は年齢層に幅のある多くの

経験者による指導のもと行われている事がわかった。幅のある年齢層

の人と関わる事で、その芸能のかたちのみでなく、芸能とともに伝わる

様々な言い伝えや、決まり事も受け継いでいた。年齢を重ねるごとに個

人の芸が独自性を帯びて行くことを観察できた。

平米町でのインタビューから

　当時獅子舞の担い手であった町の人からお話をうかがった。当時は

子供がたくさんいたため、やりたくてもなかなか獅子舞に参加すること

はできなかった。役につくのは基本的に長男が優先であり、次男は獅子

の足をすることすらできなかったという。

　この点は昔の長江でも同じであった。当時は基本的に長男しか獅子

舞をすることができなかった。獅子舞に参加できることは、当時の人々

にとって相当なステータスであったと思われる。次第に青年団の人数が

少なくなり、また、町内から時代に合わないという批判があり、昭和38

年頃に町の獅子舞は行われなくなった。後に“地域の伝統行事を絶やす

ことなく受け継いでもらいたい ”という話が出て、小学校へ獅子舞が道

具も含めて寄付された。

　当時、平米町の壮年数名が指導者となり、5年生の担任3名、5年生の

代表数十名があつまって平米町公民館で、毎晩約二時間の厳しい練習

が一ヶ月あまり行われた。

平米小学校の獅子舞

　平米小学校の獅子舞は、昭和47年〈1972〉の平米小学校創校六十周

年記念式典で獅子舞が演じられてから現在まで続いている。教頭先生

はこの獅子舞について「学校としては宗教的なものとは切り離し、地域

への貢献や郷土を知ることの一環として、また子供たちの成長を期待し

て行っている」と話してくださった。

　4年生の時に5年生の先輩から習う事で伝承し、自分たちが5年生に

なると本番を迎える。平米小学校の獅子舞はダンスのようにリズムをと

りながら一定の動きを繰り返し踊るのが特徴である。獅子舞は、天狗、

獅子、囃子で構成されており、5年生全員がいずれかの役につく。練習は

児童が自主的に時間を決めて、早朝、長休み、昼休み、放課後等に集まっ

て行う。本番が近くなると、授業時間を使い担任教師が指示を出すが動

きをよくみせるものにとどまっており、舞はほぼ生徒によって伝えられ

ている。初期の練習方法は、先輩が手本を見せて下級生が真似して行う

というものである。

獅子舞の伝承によって小学校に受け継がれたもの
ー平米小学校の獅子舞、長江の獅子舞、平米町の獅子舞を例にー
What Has Town’s -Japanese Lion Dance-Handed Down to Local Elementary School?Shishimai

木村 明里
Kimura Akari

文化マネジメントコース

平米小学校の獅子舞　
本丸広場で行われた開町400年記念イベントの様子
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　平米小学校の調査から、地域の獅子舞を受け継ぐ児童は、憧れと責任

を持って自主的に獅子舞という伝統に向き合っているように感じられ

た。芸能を体得することで自身の成長を感じている児童もいた。地域の

人達の協力を得ながら、獅子舞を通し地域の目の中で、児童らは平米小

学校の5年生として獅子舞を披露していた。

長江の獅子舞と平米小学校の獅子舞を
要素別に比較

　伝承によって変わったものは、まず神事ではなくなったことである。

平米町では伝承されなくなった獅子舞を小学校で受け継いだため、宗

教と切り離す事はやむを得なかったのであろう。こうして祭礼に付随し

た獅子舞の部分が小学校に伝承された。また、長江や平米の地域の獅

子舞では男性しかつとめることができなかった天狗や獅子の役を、小学

校では女子もつとめることができるようになった。小学校では担い手や

指導者でいられる期間は非常に短くなった。演目数も減り、神事ではな

いので一件ずつ舞う必要がないため、披露する機会も限られる。

　それでは、小学校に獅子舞が伝承された事で変わらないものはなん

であろうか。それは、実際に先輩の手本を見て、それを真似て行うという

伝承方法である。練習期間は短いが、小学校に入学してから、あるいは

それ以前から平米小学校の獅子舞の存在を知り、先輩が行う獅子舞を

見て育った子供たちがそれを引き継いで懸命に取り組んでいる。さらに

その様子を地域が見守っている。資金面での協力や、獅子舞披露を楽し

みにしている地域の目、これも変わらないものであると考える。

　この伝承によって変わらないものについて、獅子舞を「つけ祭」として

ではなく「郷土芸能」という視点から見ることで、更に考察してみたい。

三隅は著書『郷土芸能』の中で「獅子舞と子供」について以下のように記

している。

獅子舞などの芸能は辛く厳しい修行を経ることで、その地域の一員とし

ての気持ちを強めていく機能を持っている。平米小学校の獅子舞は、辛

い鍛錬や仕打ちを受ける事はないだろうが、責任をもって伝統の獅子舞

を受け継ぎ、披露し、次の学年へ伝えていことで、三隅の述べているよう

な、小学生が地域から認められる機会、通過儀礼のような機能を有して

いると考えられる。平米小学校の獅子舞の担い手と指導者は一年で変

わってしまうが、子供たちは平米小学校5年生としての通過儀礼である

獅子舞を通じ、責任感と自らの成長を感じている。

　平米小学校の獅子舞には祭の神事の要素は失われたが、練習を重

ね、地域の人々へ披露することで、地域に住むものとしての責任と認識

を強めるような、獅子舞という郷土芸能における通過儀礼的機能の一

部分が伝承されていると言えるだろう。

［主要参考文献］
○三隅治雄『無形文化財全書 第八巻 郷土芸能』大同書院出版、1958
○高岡市平米小学校 『記念誌 創校八十周年にはばたく おおとり』 平米小学
校八十周年記念事業協賛会、1992

○大野孫一郎 『長江誌』 高岡市長江自治会、1992

獅子舞を構成する要素別の比較

（前略）部落に生まれた男の子は一定の年令に達したら全員これに

参加しなければならぬとする土地も、いまは少なくなってしまいま

したが、以前は沢山あつたようです（中略）行事を果たさねば、上の

若者組の階級に入ることが許されぬとされたのです。（中略）何週

間も前から宿に籠つて毎晩村の大人・先輩から稽古を受け、それも

時にはわざと尻をぶたれるというようなきびしい仕打ちを受けま

す。（中略）しかしそれだけに、無事勤め終えた後の喜びはまた格別

で、人からも祝われまた自身もいささか若衆になつたような気持

ちになるのです。（後略）


